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一
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一
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一
四
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一
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（
以
上
︑
本
号
）

　
総
論
・
解
説

　

本
論
文
は
︑
前
田
利と
し

為な
り

侯
爵
（
一
八
八
五
～
一
九
四
二
年
）
の
日
記

（
一
九
一
三
年
十
二
月
一
日
～
一
九
一
四
年
六
月
六
日
）
を
翻
刻
す
る

も
の
で
あ
る
︒
ま
ず
は
著
者
の
人
物
像
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お

こ
う⎝
₁
⎠︒

　

前
田
利
為
は
︑
旧
七
日
市
藩
（
富
山
藩
︑
大
聖
寺
藩
と
並
ん
で
︑
加

賀
前
田
家
の
御
三
家
の
一
つ
）
知
事
前
田
利
昭
子
爵
の
五
男
と
し
て
生

ま
れ
た
（
初
名
は
茂
）︒
幼
少
時
か
ら
身
体
壮
健
︑
聡
明
で
知
ら
れ
た

彼
は
︑
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
年
）
一
月
︑
男
子
が
な
か
っ
た
前
田

本
家
第
十
五
代
当
主
・
前
田
利
嗣
侯
爵
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
︒
同
年
六

月
に
利
嗣
が
死
去
す
る
と
︑
家
督
を
相
続
し
て
︑
利
為
と
改
名
し
た
︒

一
九
〇
六
年
に
は
利
嗣
の
娘
・
渼な
み

子こ

と
結
婚
し
︑
翌
年
長
男
利と
し

建た
つ

が
出

生
し
て
い
る
︒

　

元
来
利
為
は
政
治
家
を
志
し
て
い
た
が
︑
親
権
者
で
あ
る
母
朗さ
え

子こ

（
利
嗣
の
未
亡
人
︑
鍋
島
直
大
の
娘
）
の
希
望
を
受
け
入
れ
て
陸
軍
軍

人
の
道
を
選
び
︑
学
習
院
中
等
科
を
経
て
︑
一
九
〇
四
年
六
月
に
陸
軍

士
官
学
校
に
入
学
し
た
（
第
十
七
期
︑
兵
科
は
歩
兵
）︒
陸
士
第
十
七

期
の
同
期
生
で
︑
後
に
大
将
ま
で
昇
進
し
た
の
は
︑
東
條
英
機
（
の
ち

首
相
）︑
後
宮
淳
︑
利
為
の
三
名
で
あ
る
︒
利
為
は
一
九
一
一
年
十
一

月
に
陸
軍
大
学
校
（
第
二
十
三
期
）
を
卒
業
し
︑
成
績
優
等
（
三
位
）

に
よ
り
恩
賜
の
軍
刀
を
拝
受
し
た
︒
陸
大
の
同
期
に
は
︑
梅
津
美
治
郎

（
首
席
）︑
永
田
鉄
山
（
二
位
）︑
小
畑
敏
四
郎
︑
蓮
沼
蕃
ら
が
い
る
︒

こ
の
間
︑
一
九
〇
七
年
に
少
尉
か
ら
中
尉
に
昇
進
し
（
大
尉
へ
の
昇
進

は
一
九
一
五
年
）︑
一
九
一
〇
年
に
は
貴
族
院
侯
爵
議
員
に
就
任
し
て

い
る
︒

　

利
為
の
陸
軍
軍
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
︑
豊
富

な
国
際
経
験
で
あ
る
︒
利
為
は
︑
三
回
長
期
海
外
出
張
を
行
っ
て
い



二

る
︒
一
回
目
は
一
九
一
三
年
八
月
～
一
九
一
六
年
十
二
月
で
︑
当
初
ド

イ
ツ
に
留
学
し
た
も
の
の
︑
第
一
次
世
界
大
戦
で
日
本
の
敵
国
と
な
っ

た
た
め
同
国
を
脱
出
し
︑
留
学
先
を
イ
ギ
リ
ス
に
切
り
替
え
た
︒
こ
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
︑
利
為
は
西
部
戦
線
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を

視
察
し
︑
多
数
の
貴
重
な
情
報
を
日
本
に
伝
え
て
い
る
︒
二
回
目
は

一
九
二
〇
年
二
月
～
一
九
二
三
年
六
月
で
︑
パ
リ
講
和
会
議
に
参
加
し

た
後
︑
平
和
条
約
実
施
委
員
︑
国
際
連
盟
軍
事
委
員
会
の
日
本
空
軍
代

表
︑
デ
ン
マ
ー
ク
・
ド
イ
ツ
国
境
画
定
委
員
日
本
代
表
な
ど
を
歴
任

し
︑
戦
後
処
理
に
尽
力
し
た
︒
一
九
二
二
年
一
月
に
平
和
条
約
実
施
委

員
を
免
じ
ら
れ
︑
そ
の
後
の
一
年
余
は
私
費
留
学
と
い
う
形
で
の
滞
在

と
な
っ
た
が
︑
帰
国
間
近
に
妻
渼
子
を
病
気
で
失
う
と
い
う
悲
運
に
見

舞
わ
れ
た
︒
三
回
目
は
一
九
二
七
年
九
月
か
ら
一
九
三
〇
年
九
月
で
︑

在
イ
ギ
リ
ス
日
本
大
使
館
で
駐
在
武
官
を
務
め
た
︒
こ
の
間
ロ
ン
ド
ン

海
軍
軍
縮
会
議
が
開
催
さ
れ
︑
利
為
は
日
本
の
陸
軍
側
委
員
と
い
う
重

責
を
担
っ
て
い
る
︒
こ
の
他
一
九
一
八
年
九
月
～
一
九
一
九
年
一
月
に

は
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
に
随
行
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
し
︑
そ
の
経
験

を
著
書
﹃
皇
華
随
班
録
﹄（
一
九
一
九
年
刊
行
）
と
し
て
ま
と
め
て
い

る
︒

　

こ
の
よ
う
に
華
や
か
な
キ
ャ
リ
ア
を
歩
ん
だ
利
為
は
︑
一
九
三
三
年

に
少
将
に
進
級
し
︑
陸
軍
大
学
校
教
官
︑
歩
兵
第
二
旅
団
長
︑
参
謀
本

部
第
四
部
長
︑
陸
軍
大
学
校
校
長
と
要
職
を
歩
ん
だ
︒
一
九
三
六
年
に

は
中
将
に
進
級
し
︑
翌
年
第
八
師
団
長
に
親
補
さ
れ
た
が
︑
一
九
三
八

年
に
参
謀
本
部
付
と
な
り
︑
翌
年
予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
︒
利
為
の

現
役
軍
人
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
こ
こ
で
終
わ
っ
た
が
︑
そ
の
後

一
九
四
一
年
十
二
月
の
太
平
洋
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
︑
利
為
の
運
命
は

大
き
く
変
わ
っ
た
︒
元
来
利
為
は
開
戦
に
反
対
で
あ
っ
た
が
︑
戦
争
が

始
ま
る
と
公
務
に
復
帰
し
︑
第
一
線
で
働
く
こ
と
を
強
く
希
望
し
た
︒

そ
の
結
果
︑
一
九
四
二
年
四
月
に
応
召
さ
れ
︑
ボ
ル
ネ
オ
守
備
軍
司
令

官
に
任
命
さ
れ
た
︒
利
為
は
勇
躍
現
地
に
赴
き
︑
任
務
に
邁
進
し
た

が
︑
同
年
九
月
五
日
︑
ボ
ル
ネ
オ
沖
で
戦
死
し
た⎝
₂
⎠︒

享
年
五
十
七
歳
で

あ
っ
た
︒

　

利
為
は
︑
青
年
期
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
四
十
余
年
に
わ
た
っ
て
日
記

を
書
き
綴
っ
て
い
た
と
い
う⎝
₃
⎠︒

利
為
の
伝
記
﹃
前
田
利
為
﹄﹃
前
田
利

為
（
軍
人
編
）﹄
で
は
︑
こ
の
日
記
が
ふ
ん
だ
ん
に
活
用
さ
れ
︑
貴
重

な
記
述
が
多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
︒
し
か
し
残
念
な
が
ら
︑
こ
れ
ま
で

日
記
原
本
は
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
研
究
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
︒
こ
の
た
び
筆
者
の
う
ち
奈
良
岡
は
︑
前
田
家
当
主
で
あ
る
前

田
利
祐
氏
の
ご
紹
介
を
頂
き
︑
所
有
者
で
あ
る
公
益
財
団
法
人
前
田
育

徳
会
の
特
別
の
ご
許
可
に
よ
り
日
記
原
本
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

で
き
た
︒
奈
良
岡
は
か
ね
て
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
時
の
在
ド
イ
ツ
日

本
人
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
︑
同
時
期
に
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た

前
田
利
為
の
活
動
に
も
関
心
を
抱
い
て
き
た
が⎝
₄
⎠︑
日
記
原
本
を
一
読
し

て
︑
伝
記
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
日
記
の
ご
く
一
部
で
あ
る
こ
と
︑

日
記
は
ほ
ぼ
毎
日
書
き
継
が
れ
︑
貴
重
な
情
報
が
多
数
記
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
︒
そ
こ
で
︑
ま
ず
ド
イ
ツ
留
学
時
の
日
記
の
中
か

ら
一
冊
を
選
定
し
︑
奈
良
岡
お
よ
び
梶
原
の
共
同
作
業
に
よ
り
全
文
を



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

三

翻
刻
す
る
こ
と
に
し
た
︒
本
日
記
に
よ
り
︑
第
一
次
世
界
大
戦
前
の
日

独
関
係
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
︑
在
ド
イ
ツ
日
本
人
の
動
向
な
ど
︑
多
く

の
未
知
の
事
実
が
判
明
す
る
︒
前
田
育
徳
会
を
ご
紹
介
下
さ
っ
た
前
田

利
祐
氏
︑
貴
重
な
日
記
の
閲
覧
・
翻
刻
を
特
別
に
ご
許
可
下
さ
っ
た
前

田
育
徳
会
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
︒
ま
た
︑
筆
者
（
奈
良
岡
）
に

前
田
氏
を
ご
紹
介
下
さ
っ
た
大
久
保
利
𣳾
氏
︑
翻
刻
で
助
力
を
頂
い
た

森
靖
夫
氏
︑
安
藤
陽
子
氏
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
︒

　

日
記
の
内
容
に
入
る
前
に
︑
一
九
一
三
年
に
前
田
利
為
が
留
学
し
た

経
緯
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
す
る
︒

　

当
時
日
本
陸
海
軍
の
エ
リ
ー
ト
軍
人
は
︑
尉
官
時
代
に
欧
米
先
進
諸

国
に
留
学
す
る
の
が
常
で
あ
っ
た
︒
利
為
も
︑
陸
軍
大
学
校
卒
業
後
に

ド
イ
ツ
留
学
を
決
意
し
た
︒
利
為
は
当
初
フ
ラ
ン
ス
留
学
を
希
望
し
︑

フ
ラ
ン
ス
語
を
重
点
的
に
勉
強
し
て
い
た
た
め
︑
官
費
留
学
は
難
航
し

た
が
︑
結
果
と
し
て
ド
イ
ツ
に
私
費
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
︒
利
為

が
名
門
前
田
侯
爵
家
の
当
主
と
い
う
特
別
な
立
場
に
あ
っ
た
た
め
︑
陸

軍
当
局
は
留
学
に
際
し
て
格
別
の
配
慮
を
行
っ
た
︒
利
為
の
留
学
に
は

家
従
の
逸
見
知
久
が
随
行
し
た
他
︑
旧
加
賀
藩
出
身
の
林
銑
十
郎
少
佐

（
陸
士
第
八
期
︑
の
ち
首
相
）︑
蓮
沼
蕃
大
尉
（
陸
士
第
十
五
期
︑
の
ち

侍
従
武
官
長
）
も
同
時
期
に
ド
イ
ツ
に
私
費
留
学
す
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
︒
林
︑
蓮
沼
の
留
学
費
用
は
︑
育
英
事
業
の
一
環
と
し
て
全
て
前
田

家
が
支
出
し
た
︒
両
者
は
︑
利
為
の
留
学
中
相
談
役
的
な
役
割
を
果
た

し
︑
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
利
為
を
手
助
け
す
る
こ
と
に
な
る
︒
陸
軍
の
最

高
実
力
者
山
県
有
朋
元
帥
も
利
為
に
期
待
し
て
お
り
︑
留
学
前
に
利
為

と
三
回
面
談
し
︑
種
々
助
言
を
与
え
た
︒

　

一
九
一
三
年
八
月
二
十
八
日
︑
利
為
の
一
行
は
東
京
の
新
橋
駅
を
出

発
し
︑
京
都
を
経
て
︑
翌
日
に
神
戸
港
を
出
港
し
た⎝
₅
⎠︒

一
九
一
六
年

十
二
月
二
十
五
日
に
帰
国
す
る
ま
で
︑
三
年
三
ヵ
月
に
わ
た
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
留
学
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
︒
乗
船
し
た
船
は
日
本
郵
船
の
加
賀

丸
で
︑
門
司
︑
上
海
︑
香
港
に
寄
港
し
た
後
︑
イ
ン
ド
洋
︑
紅
海
︑
地

中
海
を
航
行
し
︑
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
し
た
の
は
十
月

十
八
日
で
あ
っ
た
︒
一
行
は
︑
同
地
で
出
迎
え
た
在
ド
イ
ツ
大
使
館
二

等
書
記
官
の
鮭
延
信
道
と
共
に
ベ
ル
リ
ン
に
向
か
い
︑
翌
日
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
通
り
駅
に
到
着
し
た
︒
駅
で
は
︑
杉
村
虎
一
駐
独
大
使
（
加
賀
藩

出
身
）︑
陸
軍
駐
在
武
官
の
河
村
正
彦
大
佐
︑
海
軍
駐
在
武
官
の
佐
野

常
羽
中
佐
ら
が
出
迎
え
︑
杉
村
大
使
の
案
内
で
︑
ウ
ン
タ
ー
・
デ
ン
・

リ
ン
デ
ン
（
ベ
ル
リ
ン
中
心
部
の
大
通
り
）
の
ホ
テ
ル
・
ア
ド
ロ
ン
に

入
っ
た
︒
こ
の
時
︑
随
行
し
て
き
た
蓮
沼
は
︑
一
行
と
別
れ
て
ワ
イ

マ
ー
ル
に
移
っ
た
︒

　

利
為
は
当
初
︑
林
︑
逸
見
と
一
緒
に
︑
ベ
ル
リ
ン
の
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ

通
り
三
十
二
番
地
の
三
階
に
下
宿
し
て
い
た
が
︑
そ
の
後
シ
ェ
ー
ネ
ベ

ル
ク
地
区
の
ク
ー
フ
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
通
り
八
番
地
の
家
具
付
き
の
簡
素

な
家
に
︑
逸
見
と
共
に
転
居
し
た
︒
本
論
文
で
紹
介
す
る
利
為
の
日
記

は
︑
こ
の
転
居
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
︒
以
下
同
日
記
に
は
︑
語

学
学
習
︑
ド
イ
ツ
社
会
と
の
交
流
︑
オ
ー
ス
ト
リ
ア
視
察
旅
行
︑
日
本

人
社
会
と
の
付
き
合
い
な
ど
︑
様
々
な
事
柄
が
綴
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ

ら
の
内
容
に
関
す
る
解
説
は
︑
次
号
以
降
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
︒



四

【
凡
例
】

　

な
お
翻
刻
に
際
し
て
は
、
以
下
の
ル
ー
ル
に
依
っ
た
。

　

・
適
宜
段
落
を
整
理
し
、
句
読
点
や
中
黒
を
補
っ
た
。

　

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。

　

・〔　

〕
お
よ
び
［　

］
の
記
述
は
、
編
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

・
判
読
不
能
な
語
句
は
□
で
表
記
し
た
。

一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
十
二
月

十
二
月
一
日
（
月
）
雨

朝
来
雨
模
様
に
し
て
蔭
冬
の
鬱
陶
敷
を
味
ふ
︒

本
日
を
以
てB

arbarossastr

な
るPension
を
去
り
︑K ufsteinerstr

に

一
家
を
求
め
て
之
に
移
転
す
︒﹃
旅
衣
解
き
初
め
し
宿
の
名
残
か
な
﹄︒

住
み
馴
る
れ
ば
陋
屋
も
懐
し
く
し
て
去
る
に
忍
び
ざ
る
も
の
あ
り
︒
滞

在
中
忠
実
に
か
し
事
へ
しEm

m
a

︑
殊
に
愁
然
と
し
て
一
行
を
送
る
︒

午
前
十
一
時
に
来
る
べ
か
り
し
荷
物
運
搬
車
延
引
し
て
来
ら
ず
︒
為
す

亊
な
く
し
て
午
後
四
時
に
至
る
︒﹃
引
き
越
し
や
御
主
人
手
持
無
沙
汰

な
り
﹄
の
句
さ
へ
湧
出
せ
ら
る
︒

予
は
林
少
佐
と
午
後
一
時
立
ち
出
づ
︒
出
づ
る
に
当
り
︑
女
将
に
謝
礼

と
し
て
鎌
倉
彫
烟
草
函
を
贈
る
︒
彼
女
欣
々
然
と
し
て
贅
弁
甚
だ
勉

む
︒

館
前
に
記
念
の
写
真
を
撮
る
︒A

rdel

女
将
︑Em

m
a

給
女
を
館
前
に

侘
立
せ
し
む
︒

昼
食
をV.L.P

に
認
め
て
︑
新
宅
に
至
れ
ば
荷
物
車
来
ら
ず
し
て
逸
見

は
新
宅
の
女
将
と
交
渉
難
戦
中
に
あ
り
︒
新
女
将
は
旧
女
将
に
も
勝
り

て
悪
擦
れ
女
な
り
︒

徒
然
の
余
り
再
びB

arbarossa

に
帰
へ
り
︑
住
み
馴
れ
の
三
階
に
新
聞

な
ど
繙
く
︒

日
暮
れ
て
漸
く
荷
車
来
る
︒
即
ち
予
の
孤
杖
を
曳
い
て
佐
野
伯
宅
方
面

に
散
歩
し
︑
六
時
半
頃K

ufsteiner

に
至
る
︒
荷
物
到
着
せ
し
処
な
り
︒

書
斎
に
入
れ
ば
芳
香
衣
を
襲
ふ
︒
之
れEm

m
a

の
贈
れ
る
も
の
と
は

後
に
て
知
れ
た
り
︒
実
利
主
義
の
独
乙
女
に
は
珍
ら
し
き
優
し
き
心
掛

な
り
︒

荷
物
の
整
頓
を
大
抵
に
し
て
食
卓
に
集
ま
り
︑
老
川
よ
り
の
蕎
麦
︑
寿

司
に
転
宿
を
祝
ふ
︒

新
女
中M

arta

も
八
時
頃
に
来
る
︒

林
少
佐
も
本
日
を
以
て
別
居
を
な
す
︒

一
家
を
有
し
て
事
物
匆
々
心
も
落
か
ざ
る
に
︑
夜
も
更
け
た
れ
ば
軈
て

床
に
入
る
︒
午
前
一
時
な
り
︒

十
二
月
二
日
（
火
）
曇

天
曇
り
気
温
比
較
的
暖
か
な
り
︒

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

午
后
二
時
︑
老
川
と
同
道
︑V.L.P

午
餐
の
后
︑
家
具
店
︑
布
店
等
に

寄
り
︑
寝
具
︑
鉄
器
な
ど
求
め
︑
帰
途Fredrick R

estaurant

に
夕
食



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

五

を
認
め
︑A

uto

に
乗
り
て
帰
へ
る
︒

入
浴
后
︑
語
学
な
ど
復
習
︒
午
前
一
時
就
寝
︒

十
二
月
三
日
（
水
）
曇

午
前
九
時
起
床
︒

午
前
十
一
時
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

大
使
館
よ
り
本
日
の
議
会
傍
聴
如
何
と
の
電
話
か
ゝ
り
し
を
以
て
之
を

快
諾
︑
午
后
二
時
大
使
館
に
赴
く
︒
重
光
書
記
官
の
案
内
で
外
交
団
傍

聴
席
に
臨
む
︒
ア
ル
ザ
ス
︑
ロ
ー
レ
ン
の
武
官
暴
行
事
件
に
関
し
反
対

過
激
党
員
の
論
談
中
に
あ
り
︒
傍
に
大
宰
相
及
陸
相
な
ど
肩
を
列
へ
て

座
す
︒
議
長
の
率
直
熱
心
な
る
体
度
は
可
な
り
︒
過
激
党
の
人
格
の
卑

下
な
る
は
何
国
も
仝
じ
こ
と
ゝ
覚
へ
た
り
︒

午
後
三
時
半
辞
し
てLinden R

estaurant

に
昼
食
を
喫
し
て
帰
家
︒

入
浴
后
︑
語
学
な
ど
自
習
す
︒

午
后
八
時
日
本
の
服
を
着
てJacobe

の
許
に
赴
く
︒
晩
餐
をJacobe

夫
妻
及
子
息
と
共
に
し
︑
食
后
骨
牌
な
ど
弄
し
︑
十
二
時
半
帰
家
︒

就
床
前
︑
小
一
時
間
語
学
自
習
︒

十
二
月
四
日
（
木
）
晴

午
前
八
時
半
起
床
︒
暫
時
座
禅
を
試
む
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
半
︑
語
学
を
学
ぶ
︒

午
后
一
時
半
︑V.L.P

に
到
り
︑
永
田
鉄
山
と
会
し
︑
本
半
日
を
伯
林

案
内
に
費
や
す
︒

先
づV

LP

な
るW

ein R
estaurant

に
午
餐
を
喫
し
た
る
后
︑
地
下
電

車
に
てScharlottenburg

︹C
harlottenburg

︺
な
るK

öniglich Schloß

に
到
り
︑
君
徳
婦
徳
共
に
高
か
り
しLouise

皇
后
及
普
国
中
将
の
明

君W
illhelm

 I

の
霊
像
を
参
拝
す
︒
荘
厳
な
る
霊
殿
に
停
し
て
古
往
の

歴
史
を
偲
び
︑
面
前
生
け
る
が
如
き
永
眠
の
像
を
拝
す
る
中
は
︑
感
慨

無
量
な
る
も
の
あ
り
︒
蕭
寂
た
る
冬
枯
のSchlossgarten

に
歩
を
移

し
て
逍
遥
之
を
久
う
し
︑
軈
て
電
車
に
て
普
仏
戦
捷
記
念
塔
に
昇
り
︑

建
立
主
旨
の
賞
讃
す
べ
き
点
︑
国
民
教
育
上
生
け
る
教
訓
た
る
点
に
関

し
︑
永
田
と
感
慨
之
を
同
う
す
︒

偶
ま
夕
刻
普
露
談
に
︑
忽
ち
に
し
て
黒
雲
天
を
蔽
ひ
て
到
り
︑
豪
雨

衣
を
湿
す
︒
即
ちW

illtheise

勧
工
場
に
逃
げ
込
み
︑
漫
歩
の
后
︑

K
em

pinski

に
て
晩
餐
を
喫
す
︒

食
后
︑Circus Schum

an

に
曲
馬
を
見
る
︒
曲
馬
よ
り
も
胆
を
寒
か

ら
し
む
る
軽
業
︑
愛
ら
し
き
小
大
の
舞
踏
︑
色
彩
の
聞
き
分
け
な
ど
の

方
感
興
を
引
く
︒
就
中
海
豹
の
諸
芸
を
演
ず
る
に
い
た
り
て
は
大
に

人
目
を
驚
か
す
に
足
る
︒
后
段
は
例
の
大
仕
掛
に
てTango

の
舞
踏
あ

り
︒

帰
途B

ierhaus

に
冷
麦
酒
を
傾
け
て
帰
へ
る
︒

入
浴
后
︑
就
寝
せ
し
は
午
前
二
時
半
︒

十
二
月
五
日
（
金
）
曇

蔭
冬
の
風
物
暗
澹
寒
気
亦
稍
加
は
る
︒

午
前
九
時
半
起
床
︒
午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
迄
語
学
を
学
ぶ
︒



六

午
后
一
時
半W

. Freiherr W
olff von G

udenburg

の
家
に
昼
食
に
赴

く
︒
本
日
よ
り
一
週
に
六
日
間
︑
一
食
宛
食
卓
を
共
に
す
る
こ
と
に
定

め
た
れ
ば
な
り
︒

夫
人
も
至
っ
て
親
切
︑
三
女
の
中
︑
本
日
は
二
嬢
あ
り
︒Erna

を
姉

と
し
︑
英
語
に
長
じ
︑
妹
をTherese

（Tea

）
と
云
ふ
︒
愛
嬌
に
富
む
︒

食
卓
に
は
其
外
和
蘭
よ
り
某
伯
夫
妻
︑
一
女
及
其
家
庭
教
師
を
加
へ
て

賑
か
な
り
き
︒

午
後
四
時
帰
家
︑
勉
強
︒

午
后
八
時V.L.P

に
夕
食
︒

午
後
九
時
よ
り
十
二
時
迄
机
に
向
ふ
︒

母
上
様
及
渼
子
に
手
紙
を
認
む
︒

午
前
一
時
就
寝
す
︒

十
二
月
六
日
（
土
）
曇　

雪
降
る

飛
雪
紛
々
た
り
︒
初
雪
と
称
せ
ら
る
︒

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
一
時
よ
り
一
時
迄
語
学
を
学
ぶ
︒

本
週
来
る
へ
き
内
地
よ
り
の
通
信
今
に
来
ら
ず
︒
待
遠
し
き
感
あ
り
︒

渋
谷
大
尉
及
蓮
沼
よ
り
通
信
あ
り
し
の
み
︒
転
宅
せ
し
に
よ
り
遅
刻
せ

る
も
の
と
見
へ
た
り
︒

午
後
一
時
半
よ
り
四
時
迄Freiherr von G

udenburg

の
家
に
あ
り
︒

午
餐
后
︑
家
の
系
図
を
聞
き
︑
又
談
陶
器
に
移
る
︒
男
爵
秘
蔵
と
称
す

る
支
那
陶
器
を
示
す
︒

午
後
四
時
帰
宅
︒
勉
強
六
時
半
︑
茶
菓
を
喫
す
︒M

arta

にK
artoffel

の
菓
子
を
製
ら
し
む
︒

午
後
八
時Jacobe

夫
妻
とD

eutsches O
pernhaus

に
本
夜
の
劇

M
anon Lescaut

を
見
る
︒
筋
書
は
簡
単
な
る
も
︑
人
を
し
て
仏

国
十
六
︑七
世
紀
の
華
奢
な
る
生
活
を
窺
ひ
知
ら
し
む
る
に
足
る
︒

M
anon

の
獄
吏
に
捕
は
れ
て
遠
く
加
奈
陀
の
異
郷
に
沈
淪
す
る
の
状
︑

人
生
栄
枯
変
転
の
理
も
思
は
れ
て
哀
し
な
り
︒

帰
途A

dlon H
otel

に
晩
餐
を
喫
し
て
帰
へ
る
︒

日
誌
を
認
め
終
は
り
て
就
寝
せ
し
む
︒
午
前
二
時
半
過
ぎ
な
り
︒

十
二
月
七
日
（
日
）
曇

午
前
十
時
三
十
分
に
来
る
べ
き
教
師
︑
十
二
時
に
至
っ
て
来
る
︒
独
逸

は
決
し
て
一
般
に
時
間
を
厳
守
す
る
の
美
風
を
欠
く
︒

語
学
の
勉
強
︑
三
十
分
に
し
て
廃
す
︒

午
後
一
時Jacobe

の
家
に
招
か
る
︒K

üm
m

el

及
某
美
術
博
士
と
共

に
午
餐
の
饗
応
を
受
く
︒
至
つ
て
叮
重
な
り
︒
食
後
の
談
話
は
主

と
し
て
美
術
に
関
す
る
こ
と
な
り
︒Jacobe

夫
人
□
□
□
□
□
□
の

C
ollection

を
示
す
︒
面
白
き
も
の
な
り
︒
然
れ
ど
も
之
を
東
洋
趣
味

の
印
譜
に
比
す
れ
ば
劣
る
こ
と
万
々
た
り
︒

K
üm

m
el

頻
り
と
前
田
家
蔵
品
の
優
秀
を
説
明
す
︒
加
賀
美
術
の
他
国

と
彩
色
を
異
に
し
︑
一
頭
地
を
抜
け
る
を
以
て
他
日
加
賀
美
術
に
関
す

る
印
行
を
な
す
べ
し
と
切
望
し
居
れ
り
︒

午
後
四
時
三
十
分
帰
家
︒
入
浴
后
︑
勉
強
︒
午
後
七
時G

udenburg

の



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

七

家
に
夕
食
に
赴
く
︒
主
人
不
在
︒
婦
人
客
二
人
連
あ
り
︒
食
后
閑
談
一

時
間
に
し
て
帰
へ
る
︒G

uden

家
に
滞
留
せ
る
和
蘭
伯
爵
の
調
子
抜
け

た
る
か
国
民
の
魂
と
や
云
ふ
べ
し
︒

午
後
十
時
よ
り
少
し
勉
強
の
后
︑
旅
行
中
の
葉
書
の
整
頓
な
ど
な
し
︑

一
時
半
就
寝
す
︒

十
二
月
八
日
（
月
）
曇

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
一
時
よ
り
正
午
迄
語
学
自
習
︒

午
後
零
時
半
よ
り
一
時
間
︑ice palace
に
於
て
氷
滑
を
試
む
︒

午
後
二
時
よ
りG

udenburg

の
許
に
昼
食
に
赴
く
︒
食
後
︑Erna

と

H
alm

a

を
試
む
︒

午
後
四
時
半
よ
り
二
時
間N

eum
ann

に
語
学
を
学
ぶ
︒

夕
食
はV.L.P

に
於
て
な
す
︒

午
後
九
時
半
よ
り
河
村
大
佐
の
講
話
あ
り
︒

︻
河
村
大
佐
第
三
回
講
話
︼

　

１
．
食
卓
上
の
諸
注
意
（
英
語
︑
敬
語
の
類
）

　

２
．
社
交
上
の
諸
注
意
（
手
袋
︑
途
上
人
に
会
す
る
と
き
）

　

３
．Planm
äßig

（
使
用
人
を
少
く
す
る
こ
と
︑
電
話
を
節
用
す
る

こ
と
）

　

４
．Zabern

事
件
及
其
所
感

　
　

１
．
独
逸
宰
相
及
陸
相
の
意
気
の
確
乎
と
し
て
不
抜
な
る
こ
と

　
　

２
．
社
会
党
は
斯
の
如
き
小
事
を
捕
へ
て
も
政
府
に
迫
り
て
風
波

を
求
め
ん
と
す
る
こ
と

　
　

３
．
諸
領
土
統
治
上
の
好
模
範
た
る
こ
と

　
　

４
．
国
会
の
権
能
と
大
権
と
の
関
係
明
か
に
し
て
︑
政
府
の
威
信

は
堂
々
と
し
て
動
か
ざ
る
こ
と

然
りZabern

事
件
の
解
決
は
吾
人
の
見
て
以
て
快
と
し
︑
独
逸
憲
法

の
特
質
並
に
王
権
の
神
聖
な
る
に
羨
む
も
の
な
り
︒
之
を
我
帝
国
の
現

状
に
鑑
む
る
と
き
は
切
歯
扼
腕
に
堪
へ
ざ
る
も
の
あ
り
︒
政
府
は
稍
も

す
れ
ば
採
る
に
足
ら
ざ
る
巷
説
流
言
の
為
に
動
き
︑
独
乙
に
比
し
て
更

に
大
権
の
神
聖
な
る
べ
き
日
本
帝
国
が
動
も
す
れ
ば
憲
政
擁
護
の
美
辞

に
動
か
さ
れ
て
大
権
を
移
し
て
下
政
党
の
群
れ
の
手
に
左
右
せ
ら
れ
ん

と
す
︒
宜
し
く
正
に
矯
正
す
べ
き
事
項
と
す
︒

午
前
二
時
就
寝
す
︒

十
二
月
九
日
（
火
）
雨

午
前
九
時
よ
り
三
十
分
座
禅
を
試
む
︒

午
前
十
時
よ
り
一
時
間
自
習
︒

Jacobe

よ
り
書
簡
来
る
︒
林
少
佐
之
を
読
む
︒

昼
食
に
はG

udenburg

の
処
に
赴
く
︒

午
後
四
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

睡
気
を
催
す
︒
明
白
に
午
後
疲
労
を
覚
ゆ
れ
ば
語
学
は
亦
午
前
に
実
施

せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
︒
午
後
六
時
半
佐
野
伯
夫
妻
来
訪
︒

午
後
九
時
︑
亦G

udenburg

の
家
に
て
食
事
す
︒Erna

は
不
在
︑Tea

は
父
母
の
中
間
に
座
し
てbetorothal

︹betrothal

︺
よ
り
の
恋
文
を
取



八

り
換
へ
て
は
愛
読
し
居
れ
り
︒
日
本
と
は
人
情
風
俗
異
れ
ば
異
る
も
の

哉
︒

午
後
十
時
半
帰
家
す
れ
は
︑
内
地
よ
り
の
通
信
来
り
居
れ
り
︒

渼
子
︑
高
木
︑
広
瀬
︑
孝
成
︑
東
保
︑
南
部
︑
小
原
正
恒
︑
渡
辺
錠
太

郎
等
よ
り
な
り
︒
高
木
よ
り
は
明
年
画
題
の
こ
と
︑
大
道
叢
誌
の
こ

と
︑
陸
軍
大
学
旧
藩
人
軍
部
卒
業
生
あ
る
こ
と
︑
天
谷
の
身
分
等
に
関

す
る
件
を
連
ね
あ
り
︒
別
に
文
展
画
帖
を
送
り
来
る
︒

広
瀬
よ
り
は
辞
典
三
冊
を
送
り
来
る
︒

広
瀬
︑
前
田
︑
東
保
に
返
書
を
認
む
︒

十
二
月
十
日
（
水
）
雨

近
頃
運
動
不
足
の
為
め
胃
弱
を
催
す
︒
依
て
午
前
の
勉
学
を
廃
し
て
市

中
散
歩
︒Espranade

︹Esplanade

︺
に
於
て
理
髪
を
な
し
︑Leippzig  

str.

︹Leipziger Str.

︺str

に
買
物
を
な
し
て
帰
へ
る
︒

午
後
一
時
半
︑G

udenburg

の
処
に
午
餐
に
赴
く
︒

午
後
四
時
帰
家
︒
待
て
ど
も
待
て
ど
も
語
学
の
教
師
来
ら
ず
︒
独
逸
人

の
時
間
を
守
ら
ざ
る
こ
と
︑
約
束
を
違
へ
て
省
み
ざ
る
こ
と
驚
く
べ

し
︒

午
後
七
時
半
︑
又Freiherr

の
処
に
食
事
に
赴
く
︒Potsdam

よ
り
親

類
来
り
︑
食
卓
賑
ふ
︒
食
事
︑Erna

︑Tea

等
と
ト
ラ
ン
プ
な
ど
な
し
︑

十
時
過
き
帰
家
す
︒

渼
子
及
高
木
に
宛
書
簡
を
認
め
︑
午
前
二
時
半
就
寝
す
︒

十
二
月
十
一
日
（
木
）
晴
后
雨

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
時
よ
り
一
時
間
語
学
勉
強
︒

十
一
時
半
︑
永
山
︹
田
︺
大
尉
をB

arbarossastr. 54-55 Ⅲ
 Stashe

︹Stasche

︺
方
に
訪
問
︑
少
時
談
話
す
︒

正
午
頃
よ
り
一
時
間
半
程
︑ice palace

に
てscate

︹skate

︺
の
稽
古

を
試
む
︒
佐
野
伯
よ
り
昼
食
準
備
の
電
話
を
か
け
ら
れ
し
に
は
意
外
な

り
き
︒

V.L.P

に
て
昼
食
の
后
︑A

lt B
erlin

の
陳
列
場
を
見
物
す
︒
名
は
百

年
前
の
伯
林
市
の
光
景
を
展
覧
す
る
に
あ
る
も
︑
実
はW

einachs

︹W
eihnachts

︺
贈
品
物
の
売
店
な
り
︒

午
后
五
時
よ
り
一
時
間
半
︑
語
学
を
学
ぶ
︒

午
后
七
時
半
︑
諸
井
書
記
官
の
家
に
招
か
る
︒
此
度
和
蘭
に
転
任
の
留

別
会
な
り
︒
佐
野
夫
婦
︑
棚
橋
夫
婦
︑
穂
積
学
士
同
席
︒

午
後
十
一
時
半
帰
家
︒

就
寝
は
零
時
半
︒

借
家
主
婦
︑
本
夕
無
断
来
訪
︒
下
女
と
喧
嘩
せ
し
と
云
ふ
︒
不
届
至
極

の
姿
な
り
︒

十
二
月
十
二
日
（
金
）
曇
後
雨

午
前
八
時
半
起
床
︒
三
十
分
座
禅
す
︒

午
前
十
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
を
自
習
す
︒

午
前
十
一
時
半
よ
りSchlittschuh

を
携
へ
てice palace

に
至
り
︑
一



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

九

時
︹
間
︺
半
程
運
動
を
な
す
︒

午
後
一
時
半G

udenburg

の
処
に
昼
食
に
赴
く
︒

午
後
五
時
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

午
後
八
時
︑Jacobe

の
処
に
至
り
︑
英
国
人Jassel

氏
と
共
に
晩
餐
の

饗
応
を
受
け
︑
食
後B

ridge

を
試
み
︑
午
後
十
二
時
︑
雨
に
ぬ
れ
て

帰
家
す
︒

家
婦
陋
黠
︑
本
日
老
川
と
面
会
し
て
有
る
こ
と
無
き
こ
と
縷
々
贅
言
を

弄
す
︒
老
川
軟
骨
︑
唯
々
と
し
て
其
威
に
服
す
る
も
の
ゝ
如
し
︒
腐

︹
不
︺
甲
斐
な
き
も
の
と
云
ふ
べ
し
︒

十
二
月
十
三
日
（
土
）
晴
后
雨

午
前
九
時
起
床
︒

十
時
よ
り
一
時
間
自
習
︒

十
一
時
十
五
分
よ
り
一
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

十
二
時
半
︑
永
田
大
尉
来
訪
︒
相
携
へ
て
佐
野
伯
爵
を
訪
問
し
︑
昼
餐

の
饗
応
を
受
く
︒

独
逸
陸
軍
大
尉G

eorg K
ow

alski

と
話
す
︒
食
后
︑
伯
爵
夫
人
の
世

話
を
な
す
︒
家
庭
教
師
の
弾
琴
あ
り
︒

午
後
四
時
帰
宅
す
︒

夕
刻
語
学
勉
強
︒

夕
食
よ
りV

LP

に
赴
く
︒

夜
︑
勉
強
の
后
︑A

lbam

︹A
lbum

︺
に
旅
行
中
の
絵
葉
書
な
ど
挟
み
︑

午
前
一
時
半
就
寝
す
︒

十
二
月
十
四
日
（
日
）
雨

午
前
九
時
半
起
床
︒
為
め
に
座
禅
廃
止
︒

午
前
十
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
自
習
︒

午
前
十
一
時
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

午
后V.L.P

に
昼
食
︒Silber Sontag

︹Silberner Sonntag

︺
な
れ
ば

来
客
多
し
︒

午
後
三
時
︑
永
田
大
尉
と
豪
雨
を
衝
い
て
森
鼻
軍
医
を
訪
れ
︑
相
携
へ

て
本
荘
大
尉
を
訪
問
す
︒
種
々
有
益
な
る
経
験
談
あ
り
し
中
︑
予
の
為

め
に
特
に
参
考
と
な
る
べ
き
は
語
学
修
学
の
初
期
は
日
本
人
に
よ
り
読

書
力
を
養
成
す
る
の
必
要
な
る
こ
と
︑
隊
附
は
成
る
べ
く
晩
期
を
可
と

す
る
の
二
件
な
り
︒

午
後
七
時
半
︑G

udenburg

の
談
に
て
晩
餐
を
味
︹
マ
マ
︺︒
男
爵
の

友
人
夫
婦
来
訪
︒
食
后
写
真
を
撮
る
︒

午
後
十
時
半
帰
家
︒
復
習
を
な
さ
ず
︑
其
儘
就
寝
︒
時
正
に
午
前
零
時

四
十
分
︒

十
二
月
十
五
日
（
月
）
雨

午
前
八
時
半
起
床
︒
三
十
分
座
禅
す
︒

午
前
十
一
時
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

昼
食
はG

udenburg

の
処
に
於
て
す
︒

最
初
の
内
は
家
内
親
切
に
世
話
し
呉
れ
し
も
︑
今
で
は
外
々
し
き
も
の

な
り
︒

逸
見
を
伴
れ
てD

eutschbank

に
英
正
金
銀
行
よ
り
の
為
替
を
組
換
へ



一
〇

に
赴
く
︒

午
後
七
時
半
︑
佐
野
伯
の
所
に
赴
く
︒
諸
井
書
記
官
送
別
の
為
め
︑
佐

野
︑
河
村
及
予
と
三
人
し
て
宴
を
張
れ
る
な
り
︒

午
後
十
時
半
散
す
︒
予
は
河
村
大
佐
とZoo B

H
F

に
赴
き
︑
篠
崎
少

佐
帰
国
を
送
る
︒
其
後
永
田
︑
浅
田
︑
森
鼻
三
人
︑
古
荘
大
尉
の
教
導

に
て
伯
林
夜
景
視
察
に
赴
く
︒

先
づJoachim

str.

な
るA

ltes B
allhaus

に
伯
林
人
士
舞
踏
歓
楽
光
景

を
見
る
︒
曽
てm

ikado
に
あ
り
し
少
年
も
あ
り
︒
爾
後U

nter︹den

︺

rinden

︹Linden

︺
に
帰
へ
り
てFledm

aus

︹Flederm
aus?

︺
に
伯
林

上
流
人
士
喫
茶
歓
楽
の
状
を
視
察
す
︒
軽
球
投
げ
合
ひ
な
ど
無
邪
気
な

る
騒
ぎ
に
夜
を
更
か
す
の
状
︑
変
は
れ
ば
変
は
る
人
情
な
り
︒
午
前
三

時
半
︑
夜
雨
粛
々
た
る
の
時
︑
帰
家
す
︒

十
二
月
十
六
日
（
火
）
雨

午
前
十
時
起
床
す
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
半
就
学
︒

午
后
二
時
︑V.L.P.

に
昼
食
の
后
︑Leipzich str.

︹Leipziger str.
︺
に

麻
ハ
ン
ケ
チ
︑
化
粧
な
お
し
な
ど
︑
内
地
へ
の
土
産
物
を
買
ひ
求
め
て

帰
へ
る
︒

午
後
八
時
︑
林
少
佐
とV.L.P

に
晩
餐
を
共
に
し
つ
ゝ
要
談
を
な
す
︒

当
伯
林
各
種
日
本
人
の
予
に
対
す
る
意
見
の
区
々
に
し
て
其
間
に
廻
ら

れ
し
策
動
︑
並
に
女
性
に
関
す
る
問
題
な
り
︒

午
前
一
時
就
寝
す
︒

十
二
月
十
七
日
（
水
）
雨

午
前
九
時
起
床
︒

西
原
︑
藤
井
両
中
尉
の
陸
軍
大
学
優
等
卒
業
の
祝
詞
及
湯
浅
少
尉
の
砲

工
学
校
優
等
卒
業
の
祝
詞
を
贈
る
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

昼
食
に
は
逸
見
を
伴
ひ
て
日
本
倶
楽
部
に
赴
く
︒
久
々
に
て
日
本
料
理

を
味
ふ
︒
鼓
腹
以
て
帰
途
に
つ
き
し
を
消
化
極
め
て
早
し
︒

午
后
五
時
諸
井
書
記
官
を
訪
問
し
︑
和
国
赴
任
の
前
途
を
祝
し
松
雲
公

の
伝
を
与
ふ
︒

午
後
七
時
半
︑G

udenburg

の
家
に
至
り
︑
夕
食
を
喫
す
︒
一
︑
二
日

疎
遠
に
せ
し
為
め
家
内
の
者
機
嫌
を
と
る
に
汲
々
た
り
︒

午
後
十
一
時
頃
帰
家
す
︒
寒
気
を
感
ず
︒

十
二
月
十
八
日
（
木
）
晴

午
前
九
時
起
床
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
勉
強
︒

林
少
佐
来
り
︑
筒
井
の
斡
旋
︑
河
村
大
佐
の
乗
気
に
関
し
て
報
ず
る
所

あ
り
︒
家
族
生
活
は
佐
野
中
佐
周
旋
の
□
最
も
撰
ぶ
所
な
り
︒

午
後
二
時
︑B

.P

な
るB

eer R
estaurant

に
て
昼
食
︒

食
後
棚
橋
半
蔵
を
訪
問
す
︒
北
海
旅
行
談
な
ど
語
り
︑
午
後
五
時
半
に

至
る
︒

午
後
六
時
帰
家
す
れ
ば
筒
井
大
尉
来
訪
︑
暫
く
雑
談
の
后
︑
相
携
へ
て

筒
井
大
尉
のFam

irie

︹Fam
ilie

︺
に
至
る
︒
吉
岡
騎
兵
大
尉
も
来
訪
︑



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

一
一

主
人
始
め
の
親
切
な
る
接
待
に
思
は
ず
時
を
移
し
て
午
後
十
二
時
帰
家

す
︒

十
二
月
十
九
日
（
金
）
曇

今
日
は
寒
気
強
し
︒
窓
外
の
寒
暖
計
零
度
を
示
す
︒

午
前
九
時
起
床
︒
朝
食
後
︑
一
時
間
自
習
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
半
︑
語
学
を
学
ぶ
︒

午
後
一
時
半
よ
り
昼
食
にG

udenburg

の
家
に
赴
く
︒
娘
の
花
婿
来
伯

せ
り
︒

午
後
四
時
︑ice palace

に
佐
野
伯
の
茶
に
呼
ば
る
︒
本
日scate clab

︹skate club

︺入
会
の
手
続
を
な
す
︒
交
際
の
為
め
の
好
機
会
作
為
場

な
り
︒

午
後
六
時
︑
永
田
大
尉
の
処
に
よ
り
て
帰
へ
る
︒

杉
村
大
佐
︑
本
日
旅
行
先
よ
り
帰
伯
︒
土
産
に
仏
産
の
柿
を
贈
ら
る
︒

筒
井
大
尉
来
訪
︒
本
夜
の
訪
問
を
明
日
に
延
ば
す
こ
と
を
語
り
︑
説
明

付
の
土
産
を
落
掌
す
︒

夜
食
をV.L.P

に
於
て
行
ひ
︑
食
後
は
専
ら
勉
学
す
︒

内
地
よ
り
渼
子
︑
大
津
︑
天
谷
︑
川
島
甚
兵
衛
︑
高
辻
子
爵
等
よ
り
来

翰
あ
り
︒
大
津
に
絵
葉
︹
書
︺
を
投
し
︑
渼
子
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
画
葉

を
送
る
︒

午
前
一
時
就
寝
︒

十
二
月
廿
日
（
土
）
曇

午
前
八
時
三
十
分
起
床
︒

午
前
十
時
よ
り
一
時
間
自
習
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
半
迄
語
学
を
学
ぶ
︒

午
食
をV.L.P

に
於
て
し
︑
食
后ice palace

に
氷
滑
を
な
す
︒
始
め

て
単
独
場
内
を
一
周
す
︒

午
後
五
時
帰
家
︒
語
学
を
自
習
す
︒

午
後
七
時
半
︑V.L.P

に
晩
餐
を
喫
し
︑
帰
へ
る
︒

筒
井
大
尉
あ
り
︑
共
にW

artburgerstr

︹W
artburgstr

︺
に
訪
問
︑
午

後
十
一
時
半
帰
家
す
︒B

onzani

十
二
月
廿
一
日
（
日
）
曇

午
前
九
時
半
︑Jacobe

訪
問
︒
夫
人
と
共
にK

aiser W
ilhelm

s 

G
edächtnis K

irche

に
至
り
︑
耶
教
と
人
民
と
の
関
係
を
視
察
す
︒
堂

内
の
建
築
︑
勿
論
伯
林
屈
指
の
も
の
に
し
て
壮
麗
な
る
も
︑
儀
式
は
楽

器
︑
合
唱
を
交
へ
て
稍O

per

式
な
り
︒
僧
の
説
教
亦
余
り
感
心
せ
ず
︒

要
す
る
に
我
仏
教
︑
殊
に
禅
堂
提
唱
の
光
景
の
森
厳
荘
重
な
る
に
比
す

る
時
は
同
日
の
論
に
あ
ら
ず
︒
参
集
の
庶
民
︑
上
下
を
通
じ
て
百
人
に

も
余
る
べ
く
︑
之
を
我
国
目
下
の
如
く
人
心
の
矯
正
を
等
閑
視
す
る
も

の
に
比
す
れ
ば
万
々
な
り
︒

本
日
寒
気
強
し
︒
午
前
十
時
半
︑Jacobi

の
家
に
帰
へ
り
︑
午
前
中
は

□
□
□
□
□
□
□
を
弄
し
︑
夫
人
のTannenbaum

の
設
備
な
ど
見
る
︒

午
餐
后
︑
日
本
絵
画
集
の
収
蔵
法
を
視
察
し
︑
三
時
半
帰
家
︒
稍
腹
痛



一
二

の
模
様
あ
る
に
付
き
︑
仮
床
に
就
く
︒

林
少
佐W

eim
ar

よ
り
帰
来
し
︑
蓮
沼
の
情
況
を
報
告
す
︒

午
後
五
時
半
頃
︑
杉
村
大
使
来
訪
す
︒

午
後
八
時
︑
大
使
館
に
至
り
︑
河
村
大
佐
と
共
に
大
使
の
日
本
食
の
馳

走
に
預
か
る
︒
老
川
︑Jacobe

始
め
のW

einachten

︹W
eihnachten

︺

の
謝
礼
の
議
を
相
談
し
︑
又
新
年
に
至
り
︑
予
の
旅
行
す
べ
き
こ
と
及

明
春
家
庭
生
活
に
入
る
べ
き
こ
と
等
を
相
談
す
︒

午
後
十
一
時
半
帰
家
︒W

einacht

︹W
eihnacht

︺
と
贈
物
の
詮
議
を
な

し
︑
午
前
二
時
半
就
寝
す
︒

十
二
月
廿
二
日
（
月
）
曇

八
時
半
起
床
︒
一
時
間
自
習
︒
午
前
十
一
時
十
五
分
よ
り
二
時
間
語
学

を
学
ぶ
︒

午
后
三
時
︑V.L.P

に
於
て
昼
食
の
后
︑ice palace
に
於
て
運
動
一
時

間
に
し
て
帰
へ
る
︒

夕
刻
腹
合
充
分
な
ら
ず
︒
仮
床
に
就
く
︒

午
後
七
時
半
よ
りG

udenburg

の
処
に
食
事
に
赴
く
︒
午
后
十
時
半
帰

宅
︒

佐
野
伯
及
杉
村
大
使
に
電
話
を
か
け
て
︑
明
日
鍋
島
公
使
の
通
伯
の
時

刻
を
尋
ぬ
︒

十
二
月
廿
三
日
（
火
）
曇

午
前
六
時
起
床
︒
自
働
車
を
駆
っ
てFriedrichstr. B

H
F

に
赴
く
︒
蓋

し
和
蘭
の
鍋
島
公
使
夫
妻
︑
今
度
帰
朝
す
る
こ
と
ゝ
な
り
︑
仝
駅
を
通

過
す
る
を
見
送
る
が
為
め
な
り
︒
伯
林
の
習
慣
に
泥
み
た
る
生
活
に
は

午
前
六
時
の
起
床
は
稍
困
難
を
感
ず
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
半
語
学
を
学
ぶ
︒

午
後
三
時
︑
昼
食
をV.L.P

に
喫
し
た
る
后
︑ice palace

に
運
動
を
な

し
︑
午
后
六
時
よ
り
又
一
時
間
勉
強
す
︒

夜
︑G

udenburg

に
食
事
す
︒
令
息
の
士
官
候
補
生
帰
家
せ
る
に
面

会
す
︒
優
雅
な
る
青
年
な
り
︒
午
后
十
時
帰
宅
︒
写
真
を
貼
付
し
︑

M
arta

を
合
︹
相
︺
手
に
会
話
を
な
す
︒

十
二
月
廿
四
日
（
水
）
雪

朝
来
吹
雪
あ
り
︒
地
上
白
雪
の
薄
化
粧
を
見
る
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

Jacobe

に
和
意
勿
破
典
（W

eihnachten

）
の
晩
餐
の
招
待
を
辞

す
る
の
書
簡
を
認
め
︑
又G

udenburg

の
家
庭
及Jacobe

夫
人
︑

N
eum

ann

等
に
夫
れ
〳
〵W

eihnacht

の
贈
品
を
な
す
︒

午
餐
をV.L.P

に
於
て
し
︑
帰
途
︑
林
少
佐
を
訪
問
す
︒
所
謂
伯
林
百

首
な
る
も
の
を
見
る
︒
其
矮
馬
に
自
然
土
を
踏
み
た
る
の
状
を
吟
せ
ん

と
し
て
名
作
な
き
の
状
を
察
し
︑
予
は
下
の
拙
詠
を
作
せ
り
︒

　

泥
濘
路
却
っ
て
靴
に
蘇
情
あ
り

注
に
曰
く
︑
伯
林
の
街
衢
良
道
坦
々
普
く
石
材
を
以
て
畳
む
︒
我
靴
軟

土
に
渇
し
て
枯
色
あ
り
︒
本
日
矮
馬
の
僻
邑
に
於
て
計
ら
ず
天
然
路
を

踏
む
︒
泥
濘
に
遇
ふ
て
却
っ
て
喜
ぶ
の
情
あ
り
︒
茲
に
於
て
か
此
の
句
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一

一
三

た
り
︒

午
后
七
時
︑Sm

oking C
oat

を
着
用
し
て
男
爵
の
家
庭
に
和
意
勿
破
典

の
晩
餐
に
赴
く
︒
食
前
に
家
族
各
人
の
贈
品
を
一
室
に
陳
列
し
た
る
処

に
導
か
る
︒
衆
人
各
其
贈
品
を
見
て
︑
且
謝
し
︑
且
喜
ぶ
︒
予
の
贈
品

は
日
本
美
術
を
代
表
せ
る
織
物
及
絵
画
に
し
て
︑
最
も
衆
目
の
集
ま
る

処
と
な
る
︒

Tannenbaum

は
数
十
の
蝋
燭
と
数
十
条
の
銀
線
と
に
装
は
れ
て
美
容

を
室
の
一
隅
に
顕
は
し
︑
室
内
中
々
の
陽
気
な
り
︒
食
后
快
談
に
時
を

移
し
︑
午
后
十
時
半
帰
宅
す
︒
渼
子
よ
り
利
建
玩
物
到
着
の
知
せ
︑
羽

野
知
顕
の
安
着
消
息
の
音
信
を
落
掌
す
︒

午
前
一
時
床
に
入
る
︒

十
二
月
廿
五
日
（
木
）
晴

和
意
勿
破
典
の
祭
に
付
き
教
師
休
暇
を
乞
ふ
て
来
ら
ず
︒

午
前
十
一
時
よ
り
少
し
く
自
習
︒

正
午
︑Freiherr

の
次
男
士
官
候
補
生Eberhard

来
訪
︒
座
談
数
刻
の

后
︑
相
携
へ
てK

aiserhof H
otel

に
午
餐
を
喫
し
︑U

nter den R
inden

︹Linden

︺
を
散
歩
し
て
帰
へ
る
︒
至
極
温
厚
な
る
好
青
年
な
り
︒

午
後
四
時
よ
り
七
時
迄
勉
強
の
后
︑
三
十
分
許
散
歩
︒

午
后
九
時
︑
河
村
大
佐
来
訪
︒
雑
談
よ
り
独
乙
国
民
軍
事
思
想
の
養
成

の
長
所
等
に
就
い
て
感
想
談
あ
り
︒

午
前
一
時
就
寝
︒

十
二
月
廿
六
日
（
金
）
雨

今
日
も
和
意
勿
破
典
に
付
︑
教
師
来
ら
ず
︒

午
前
十
時
半
︑
船
越
参
事
官
を
訪
問
す
︒
近
く
厳
父
を
喪
ひ
︑
帰
朝
せ

ん
と
す
れ
ば
な
り
︒
山
県
辰
吉
氏
に
も
面
会
す
︒

大
使
館
に
大
使
夫
人
の
病
気
を
見
舞
ひ
︑
佐
野
伯
︑
森
を
訪
問
し
て
か

へ
る
︒G

eorg K
ow

alski

の
娘
も
仝
所
に
あ
り
︒
頻
り
に
氷
滑
の
話
な

ど
な
す
︒
帰
途
︑
帽
を
強
風
に
吹
ば
し
︑
自
働
車
に
曳
か
れ
て
散
々
な

り
︒

G
rand R

estaurant

に
午
餐
を
認
め
︑
午
后
一
時
間
許
り
仮
眠
す
︒

午
后
六
時
︑
雨
を
衝
い
てD

om

に
ク
リ
ス
マ
ス
の
祭
典
を
視
察
に
赴

く
︒
端
麗
の
堂
殿
火
を
点
し
て
盛
な
り
︒
讃
美
歌
︑
説
教
あ
り
︒
午
后

七
時
退
散
す
︒

　

W
eihnachten

和
意
勿
破
典
の
祭
か
な

午
后
七
時
半
︑
日
本
倶
楽
部
な
る
忘
年
会
に
臨
む
︒
集
ま
る
も
の
九
十

余
名
︒
盛
会
と
称
せ
ら
る
︒
山
本
海
軍
中
佐
の
挨
拶
︑
松
嵜
博
士
の
答

辞
あ
り
︒
食
后
大
福
引
の
賑
ひ
あ
り
︒
午
后
十
時
帰
宅
す
︒

M
alta

を
対
手
に
話
な
ど
な
し
︑
午
前
一
時
就
寝
す
︒

十
二
月
廿
七
日
（
土
）
雨

天
候
悪
し
︒

語
学
の
教
師
来
ら
ず
︒

午
前
十
一
時
︑Freiherr

の
令
息
を
招
き
︑
旅
行
の
相
談
を
な
す
︒

午
餐
をG

rand R
estaurant

に
於
て
し
︑
食
后H

epig

に
新
帽
を
購
ひ
︑



一
四

Espranand

︹Esplanande

︺
に
理
髪
し
︑A

ut K
ulb

︹A
uto K

lub?

︺

に
佐
野
及
河
村
と
会
し
︑
共
に
佐
野
中
佐
独
居
の
家
庭
を
伯
林
郊
外
に

訪
る
︒
寡
婦
の
下
に
二
男
二
女
あ
り
︒
至
極
平
和
な
る
家
庭
の
如
し
︒

午
后
七
時
半
︑Freiherr

の
許
に
夕
食
す
︒
今
夕
にW

eihnachten

の

祝
宴
に
て
親
族
の
者
共
十
数
名
と
混
合
す
︒
紀
念
写
真
な
ど
撮
る
︒

午
后
十
時
帰
宅
︒
新
年
書
信
を
認
め
て
︑
午
前
三
時
に
至
る
︒

十
二
月
廿
八
日
（
日
）
雨

午
前
中
︑
内
地
に
送
る
べ
き
年
賀
状
を
認
む
︒

︻
ド
レ
ス
デ
ン
見
物
︼

正
午
︑G

udenburg

の
子
息Eberhard
来
訪
︒
共
に
小
荷
物
を
携
帯
し

てD
resden

に
旅
行
す
︒H

aupt B
H

F

の
一
等
待
合
室
に
於
て
昼
食
を

認
め
︑
午
後
二
時
廿
分
発
汽
車
に
てD

resden
に
向
ふ
︒
平
曠
三
時
間

に
し
て
達
す
︒

自
働
車
を
駆
つ
てEuropaische H

otel

︹Europäisches H
otel?

︺
に
入

る
︒

入
浴
︑
晩
餐
前
︑
市
中
を
散
歩
す
︒
人
口
五
十
六
万
の
大
都
市
街
整
然

た
り
︒
伯
林
の
雑
沓
と
比
し
て
心
地
よ
し
︒
王
城
︑
教
会
堂
の
建
築
物

の
荘
重
な
るElbe

の
清
流
の
眺
め
好
き
旅
情
を
慰
む
る
も
の
あ
り
︒

H
otel

に
於
て
晩
餐
を
喫
し
た
る
后
︑
附
近
のK

ino

を
見
物
な
ど
し
︑

十
二
時
過
ぎ
就
寝
す
︒

Eberhard

と
談
笑
の
中
︑
何
時
し
か
夢
路
に
辿
る
︒

十
二
月
廿
九
日
（
月
）
雨

D
resden

市
中
の
見
物
な
り
︒

午
前
九
時
半
よ
り
十
時
の
間
に
起
床
す
︒

十
一
時
先
つ
王
城
を
横
に
見
てO

perhaus

︹O
pernhaus

︺
の
前
を
過

ぐ
︒
当
地
有
名
のG

em
älde G

alleria

を
見
る
︒
名
画
数
多
か
り
し

中
にR

affaello Santi

のD
ie Sixtinische M

adonna

の
古
傑
作
物
︑

G
raf Pietro R

otari

のB
rustbild der B

üßenden M
agdalena

の
美
貌
︑

G
erard D

ou

のD
er betende Einsiedler

の
緻
密
︑
活
け
る
が
如
き
︑

K
arl H

off

のD
es Sohnes letzter G

russ

の
悲
壮
︑
人
を
泣
し
む
る
力

は
特
に
眼
前
に
髣
髴
た
る
を
覚
へ
た
り
︒

次
にK

unst G
ew

erbe M
useum

を
見
る
︒
特
に
感
心
す
べ
き
も
の
な

し
︒

M
useum

 für A
ltertum

を
見
る
︒
各
種
の
彫
刻
物
を
陳
列
せ
る
も
の
に

し
て
一
見
の
価
あ
り
︒

Im
perial H

otel

に
於
て
午
餐
の
后
︑Park

を
散
歩
す
︒
冬
枯
の
樹
間

を
生
じ
て
池
畔
を
一
周
し
て
帰
へ
れ
ば
︑
時
正
に
午
后
五
時
な
り
︒

入
浴
后
︑
馬
車
に
てK

ng. Schauspiel H
aus 

にH
am

let

を
見
る
︒
曽

て
日
本
の
帝
劇
に
見
た
る
も
の
よ
り
実
況
を
演
出
せ
り
︒
午
后
十
一
時

半
帰
館
︒
晩
餐
︒
午
前
一
時
就
寝
す
︒

十
二
月
丗
日
（
火
）
雪

起
き
出
づ
れ
ば
飛
雪
紛
々
た
り
︒

午
前
十
一
時
朝
食
を
終
へ
て
馬
車
に
てH

istorical M
useum

 für A
rm

s 
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一

一
五

and Pozelan

︹Porcelain/Porzelan

︺
を
見
る
︒
王
家
の
武
器
の
各
種
︑

陶
器
の
参
考
品
を
陳
列
せ
る
も
の
に
し
て
中
々
結
構
な
り
︒
古
武
士
の

具
足
に
よ
り
て
中
古
欧
州
に
士
道
を
振
興
せ
し
騎
士
の
面
持
を
窺
は
る

べ
く
︑
支
那
︑
日
本
の
陶
器
を
見
て
は
東
洋
の
美
術
︑
決
し
て
遜
色
な

き
に
誇
れ
り
︒

雪
に
馬
車
を
駆
っ
て
帰
館
す
︒
汽
車
に
は
時
間
あ
れ
ば
︑
附
近
の
書
籍

店
に
旅
行
書
を
購
ふ
︒
店
主
磊
落
︑
予
を
呼
ぶ
にD

r

を
以
て
す
︒
亦

旅
行
中
の
一
笑
話
と
な
る
︒

D
resden

は
画
と
陶
器
と
を
以
て
名
あ
り
︒
店
頭
是
等
美
術
品
を
陳
列

し
︑
市
の
美
観
を
添
へ
た
り
︒

午
后
二
時
廿
分
の
汽
車
に
て
帰
伯
す
︒
沿
道
六
花
野
を
蔽
ひ
︑
林
を
包

む
を
麗
は
し
︒

午
后
六
時
我
家
に
か
へ
る
︒
積
雪
三
︑四
寸
に
及
べ
り
︒
午
后
七
時
半
︑

河
村
大
佐
と
同
道
︑
大
使
館
に
歳
末
忘
年
会
に
臨
む
︒
大
使
館
員
の
も

の
の
み
な
り
︒

︻
河
村
大
佐
の
訓
談
︼

食
后
別
室
に
於
て
河
村
大
佐
よ
り
訓
談
を
聴
く
︒
曰
く
︑
目
下
の
予
の

情
況
は
半
中
尉
︑
半
侯
爵
に
し
て
甚
だ
不
可
な
り
︒
来
年
よ
り
向
ふ
一

箇
年
は
純
然
た
る
中
尉
を
以
て
生
活
す
べ
し
︑
と
な
り
︒
大
佐
神
経
過

敏
︑
其
訓
示
な
る
も
の
朝
令
暮
改
な
り
︒
先
に
は
自
ら
同
意
し
て
此
の

家
主
生
活
を
営
み
︑
自
ら
発
案
し
て
武
官
交
際
を
遠
け
︑
自
ら
注
意
し

て
大
使
館
出
入
を
許
容
し
た
る
も
の
︑
今
と
な
り
て
は
悉
く
不
同
意
の

目
標
と
な
る
︒
殊
に
大
使
館
出
入
は
動
も
す
れ
ば
大
佐
の
嫉
妬
を
買
ひ

し
も
の
ゝ
如
し
︒
然
れ
ど
も
予
も
亦
自
ら
省
み
て
貴
族
的
た
る
の
弊
に

陥
ら
ざ
る
に
勉
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
︒
唯
予
は
伯
林
に
在
住
す
る
が
為
め

に
此
等
勉
強
以
外
の
悪
評
を
招
く
が
故
に
︑
将
来
遠
く
都
会
の
地
を
離

れ
て
静
か
に
勉
強
に
移
り
︑
合
せ
て
大
佐
の
所
謂
純
然
た
る
中
尉
を
実

行
せ
ん
と
欲
す
︒

午
後
︹
午
前
︺
一
時
帰
家
︒
日
誌
を
認
め
た
る
后
︑
就
寝
す
︒

高
木
よ
り
一
昨
日
書
簡
来
る
︒
山
田
病
死
の
こ
と
︑
小
野
木
婚
姻
の
こ

と
等
あ
り
︒

Jacobe

よ
り
□
の
抄
本
を
贈
り
て
来
た
る
︒

浅
井
︑
井
上
よ
り
書
簡
あ
り
︒Em

m
a

よ
り
附
状
し
来
る
︒

十
二
月
丗
一
日
（
水
）
雪

午
前
九
時
三
十
分
起
床
︒

午
前
中
年
賀
状
な
ど
認
む
︒

林
少
佐
来
訪
︒
河
村
大
佐
と
会
見
の
結
果
を
報
告
す
︒
昨
夜
の
予
に
対

す
る
談
話
と
謂
趣
を
異
に
す
る
処
あ
る
も
︑
之
を
要
す
る
に
風
な
き
に

浪
を
起
し
︑
衆
言
を
阻
み
︑
自
己
の
意
図
を
極
端
に
遂
行
せ
ん
と
す
る

も
の
に
し
て
︑
其
言
ふ
処
往
々
狭
隘
な
る
陸
軍
中
等
武
官
の
見
地
を
脱

せ
ず
︑
深
く
顧
み
る
に
足
ら
ざ
る
も
の
な
り
︒

斎
藤
少
佐
︑
井
上
友
一
等
よ
り
書
状
あ
り
︒

正
午
︑
語
学
の
教
師
来
り
し
も
辞
む
る
︒

筒
井
大
尉
居
住
の
家
庭
の
子
息
来
訪
︒
会
見
の
上
︑
墺
国
旅
行
の
随
伴

と
な
す
︒
本
人
大
に
喜
色
あ
り
︒



一
六

昼
食
をB

.P

な
るB

eer R
estaurant

に
於
て
行
ふ
︒

午
后
再
び
林
少
佐
︑
杉
村
大
使
と
会
見
の
結
果
を
齎
す
︒
其
言
ふ
所
に

依
れ
ば
︑
大
使
と
大
佐
と
の
間
に
は
何
等
曽
て
意
思
の
疎
通
せ
し
形
跡

あ
る
無
く
︑
大
使
は
大
佐
の
狭
隘
な
る
意
見
を
一
顧
の
価
値
な
し
と
し

て
深
く
自
己
の
信
ず
る
所
を
遂
行
す
る
も
の
ゝ
如
く
︑
則
ち
侯
爵
た
る

の
位
置
を
必
要
の
場
合
︑
公
然
と
立
つ
べ
き
も
の
と
な
せ
り
と
︒
至
当

の
言
と
云
ふ
べ
し
︒

午
后
六
時
︑Jacobe

の
所
に
至
る
︒
然
る
后
︑
共
に
馬
車
に
てB

erlin 

Theater

に
赴
く
︒
大
雪
の
為
︑
交
通
困
難
な
り
︒
既
に
積
雪
尺
を
超

へ
し
も
の
ゝ
の
如
し
︒

伯
林
の
児
女
等
は
昼
よ
り
夜
に
か
け
て
手
橇
を
弄
し
て
雪
中
に
遊
び
暮

せ
る
を
見
る
︒

B
erlin Theater

に
於
て
は
〝□
□
□
□　

□
□
□
□
□
□　

□
□
□
〟

と
云
ふ
喜
劇
な
り
︒Silvester

の
夜
劇
場
に
蝟
集
遊
覧
の
客
満
場
の
盛

な
り
︒

午
後
七
時
︑引
き
揚
げ
てB
rüstle

︹B
ristol?

︺H
otel

に
晩
餐
を
喫
し
︑

茲
に
新
年
を
迎
ふ
︒

夜
更
け
て
大
正
二
年
の
年
の
最
后
の
時
計
一
転
し
て
新
玉
の
年
の
初
め

に
移
る
や
︑
満
堂
の
電
灯
を
滅
す
る
こ
と
一
分
間
暗
黒
の
場
内
に
荘
重

な
る
音
楽
を
進
行
す
る
を
聞
く
︒

昨
冬
禅
林
の
鐘
声
に
新
年
を
迎
へ
た
る
斯
の
年
は
事
極
め
て
多
事
に
し

て
終
を
伯
林
の
熱
巷
に
告
げ
︑
而
し
て
新
な
る
年
を
荘
重
な
る
奏
楽
の

声
と
共
に
迎
ふ
︒
此
の
年
︑
い
か
な
る
運
命
を
齎
ら
し
て
吾
人
を
迎
へ

し
も
の
ぞ
︒
異
境
修
業
の
第
一
年
︑
希
は
く
は
諸
事
吉
祥
に
し
て
為
君

国
修
養
の
所
信
を
全
う
せ
ん
こ
と
を
︒

一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
一
月

一
月
一
日
（
木
）
晴

伯
林
の
繁
街B

rüstl

︹B
ristol?

︺H
otel

の
華
室
に
於
て
奏
楽
の
裡
に

新
年
を
迎
へ
た
る
后
︑
雪
を
蹶
り
て
帰
家
せ
る
は
午
前
二
時
の
頃
な
り

き
︒

一
旦
就
寝
し
て
午
前
九
時
起
床
︒
若
水
に
身
を
清
め
て
書
斎
に
両
陛
下

よ
り
拝
領
の
金
銀
の
玉
盃
を
安
置
し
︑
御
両
親
の
御
尊
影
を
奉
掲
し
︑

謹
ん
で
新
年
の
祝
詞
を
奉
り
︑
皇
室
の
御
隆
昌
︑
家
門
の
繁
栄
︑
一
身

の
祈
願
を
奉
祷
す
︒

午
前
十
一
時
︑
老
川
︑
年
賀
に
来
る
︒
尋
い
で
林
少
佐
も
来
訪
す
︒
酒

盃
を
挙
げ
て
共
に
新
年
を
賀
し
た
る
后
︑
車
を
仝
う
し
て
河
村
大
佐
︑

Jacobi

︑
佐
野
中
尉
を
歴
訪
の
后
︑
日
本
大
使
館
に
至
り
︑
大
使
夫
妻

に
新
年
の
詞
を
申
告
す
︒

大
使
館
別
室
に
酒
肴
の
準
備
あ
り
︒
茲
に
於
て
陸
軍
同
志
の
諸
将
校
と

会
合
︑
祝
詞
な
ど
交
は
す
︒

午
后
二
時
︑V.L.P

に
午
食
の
后
︑
帰
へ
り
て
日
本
内
地
へ
の
年
賀
状

を
認
む
︒
関
係
方
面
夥
多
に
し
て
大
に
時
間
を
要
す
︒

午
后
四
時
︑
林
︑
桂
大
尉
︑
佐
野
夫
妻
来
訪
︒
尋
い
で
杉
村
大
使
も
年

賀
の
為
め
来
訪
せ
り
︒



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

一
七

午
后
七
時
半
大
使
の
招
待
を
蒙
り
て
︑
大
使
館
な
る
新
年
宴
会
に
列

す
︒
主
と
し
て
外
交
官
の
範
囲
に
し
て
︑
之
に
在
伯
日
本
の
名
士
若
干

を
加
へ
た
り
︒
食
后
︑
川
瀬
林
学
博
士
よ
り
独
墺
山
林
事
業
に
関
す
る

話
な
ど
聞
く
︒

午
後
十
一
時
半
︑
松
寺
と
共
に
帰
宅
す
︒
松
寺
は
不
日
︑
伯
林
を
出
発

し
て
海
路
帰
朝
す
べ
き
に
付
き
︑
之
に
託
し
て
当
地
の
模
様
︑
暗
流
な

ど
の
紙
筆
に
尽
さ
れ
ざ
る
所
を
伝
言
し
︑
内
地
に
報
告
せ
し
む
︒

午
后
十
二
時
を
過
ぎ
た
る
后
︑
床
に
入
る
︒

一
月
二
日
（
金
）
曇

一
天
曇
り
て
積
り
し
雪
は
容
易
に
溶
く
べ
く
も
見
へ
ず
︒
路
上
馬
橇
を

走
ら
せ
て
悠
々
然
た
る
遊
客
の
三
々
伍
々
た
る
を
認
む
︒

午
后
十
時
︑
街
頭
に
杖
を
曳
い
て
新
年
画
葉
数
十
葉
を
更
に
求
め
来
り

て
新
年
賀
状
の
補
足
追
加
に
筆
を
走
ら
す
︒

昼
食
をV.L.P

に
於
て
す
︒

明
日
よ
りW

ein

︹W
ien

︺
方
面
に
旅
行
す
る
に
当
り
︑
同
道
せ
し
む

べ
きO

tto

来
訪
︒
兼
ね
て
命
じ
置
き
た
る
旅
行Plan

な
ど
を
持
参
し

来
る
︒

正
木
歩
兵
少
佐
来
訪
︒
種
々
雑
談
を
な
す
︒

夕
刻
︑
柵
橋
を
訪
問
し
て
明
夜
のB

eer

会
の
辞
は
り
を
な
す
︒

午
后
七
時
半
︑
林
少
佐
と
共
にV.L.P

な
るB

eer R
estaurant 

に
開
催

せ
ら
る
べ
き
陸
軍
団
新
年
宴
会
に
列
す
︒
河
村
大
佐
を
筆
頭
と
し
て
渡

辺
軍
医
正
︑
吉
村
少
佐
︑
正
木
︑
林
︑
川
島
︑
寺
内
の
各
少
佐
︑
林

桂
︑
古
荘
︑
筒
井
︑
秦
︑
渡
辺
砲
兵
大
尉
︑
内
田
︑
永
田
︑
浅
田
の
各

大
尉
及
担
当
官
若
干
を
集
め
て
中
々
の
盛
宴
な
り
︒
宴
酣
に
し
て
内
田

大
尉
と
森
鼻
軍
医
と
は
尺
八
を
弄
し
て
数
曲
を
奏
す
︒
余
韻
嫋
々
と
し

て
望
郷
の
感
を
湧
出
せ
し
む
︒

午
后
十
時
過
帰
宅
︒
明
日
の
旅
装
を
整
へ
て
就
寝
す
︒

一
月
三
日
（
土
）
晴

午
前
六
時
半
起
床
︒
旅
装
を
整
ふ
︒

午
前
七
時
︑O

tto

来
訪
︒
共
に
車
を
同
う
し
てA

nhalt B
F

︹A
nhalter 

B
H

F

︺
に
至
り
︑
汽
車
に
乗
り
てPrag

に
赴
く
︒

汽
車
︑D

resden

に
至
る
頃
迄
は
仮
睡
を
致
し
て
︑
昨
夜
の
睡
眠
の
不

足
を
補
ふ
︒

D
resden

よ
り
汽
車
はElbe

の
岸
に
沿
ひ
て
岳
峰
の
間
を
縫
ふ
所
謂

Sächsische Schw
eiz

な
る
も
の
に
し
て
︑
名
勝
の
声
広
く
欧
洲
に
称

せ
ら
る
ゝ
も
︑
日
本
の
風
景
に
馴
れ
た
る
吾
人
に
は
少
し
も
感
服
す
る

能
は
ず
︒
殊
に
目
下
残
雪
散
乱
︑
寂
寥
の
気Elbe

一
帯
の
山
水
を
包

む
に
於
て
を
や
︒

汽
車B

odenbach

に
着
し
て
墺
国
官
吏
の
税
関
の
検
査
を
受
く
︒
鞄
を

開
せ
し
め
た
る
の
み
に
て
至
っ
て
簡
単
な
り
︒

汽
車
墺
領
に
至
っ
て
よ
り
万
般
の
風
物
不
整
頓
な
る
の
感
を
起
す
︒
殊

に
官
吏
︑
軍
人
の
風
来
︑
体
度
に
於
て
何
と
な
く
秩
序
の
正
し
か
ら
ざ

る
を
感
せ
り
︒

午
后
三
時
二
十
分
︑
汽
車
はPrag

に
着
す
︒
直
に
旅
館B

lauer Steen



一
八

︹Stern?

︺
に
入
り
て
行
李
を
卸
す
︒

Prag
はB

ohem
ia

王
国
の
都
に
し
て
︑
人
口
廿
三
万
余
人
︑M

oldau
の
清
流
を
枕
し
て
横
は
り
︑
古
趣
掬
す
べ
き
の
小
都
な
り
︒

小
休
の
后
︑
杖
を
曳
い
てStadt Park

よ
りM

useum

の
前
を
横
り
︑

主
街
を
歩
し
てK

arls B
rücke

に
出
て
帰
へ
る
︒
途
上
︑
随
所
に
名
所

画
葉
書
を
求
む
︒

帰
館
︑
入
浴
の
后
︑
再
び
街
に
出
てR

estaurant

に
晩
餐
を
認
む
︒

一
般
の
風
俗
︑
伯
林
に
比
し
て
緩
和
に
し
て
心
地
よ
き
も
︑
街
頭
の
不

潔
︑
不
整
備
稍
目
に
付
く
を
覚
ゆ
︒

旅
に
労
し
て
午
后
十
一
時
就
寝
す
︒

一
月
四
日
（
日
）
曇

午
前
九
時
起
床
︒

午
前
十
一
時
よ
り
市
中
の
見
物
を
な
す
︒

C
arolinum

は
独
逸
一
の
古
き
大
学
を
以
て
名
あ
り
︒
今
尚
残
る
一
郭

の
建
築
物
は
1383
以
来
の
も
の
な
り
と
云
ふ
︒

Teyn K
irche

は
古
麗
荘
重
の
寺
院
な
り
︒
新
教
に
比
し
て
神
位
の
高

き
が
如
き
感
あ
り
︒

O
ld Tow

n H
all

の
古
時
計
は
名
物
の
一
な
り
︒

K
arlsbrücke

を
設
る
橋
梁
の
建
築
︑
宏
荘
に
し
て
両
端
の
塔
門
を
有

し
︑
欄
干
の
処
々
に
耶
蘇
の
像
を
安
置
す
︒
通
行
の
旧
教
徒
︑
其
前
を

横
ぎ
る
如
き
額
に
十
字
を
切
る
を
見
て
も
︑
旧
教
徒
の
風
俗
を
順
良
な

ら
し
む
る
こ
と
新
教
に
勝
る
も
の
あ
る
を
感
ぜ
し
む
︒

R
oyal Palace

を
見
る
︒
700
以
上
の
宮
室
を
有
す
る
大
建
築
物
な
る
も
︑

今
は
荒
廃
に
近
く
︑
余
り
感
服
も
せ
ず
︒
宮
庭
の
中
央
に
立
つD

om

は
三
十
年
の
工
事
︑
未
だ
に
竣
工
せ
ざ
る
も
の
に
し
て
結
構
宏
大
な

り
︒

電
車
に
乗
り
てM

oldau

左
岸
のPrag

の
半
市
を
貫
通
し
︑hotel 

garni

に
於
て
昼
食
を
喫
す
︒

午
後
三
時
︑
一
旦
帰
館
の
上
︑
行
李
を
整
へ
てFranz Josephs B

H
F

に
至
り
︑
四
時
二
十
分
の
汽
車
に
てW

ien

に
向
ふ
︒

途
中
︑W

ien

宛
の
所
信
の
未
着
を
恐
れ
て
︑
入
京
駅
名
に
関
す
る
電

報
を
金
谷
大
佐
に
投
す
︒

車
中
に
夕
食
を
喫
し
︑
食
后
︑O

tto

を
捕
へ
て
諧
謔
に
時
を
移
す
︒
言

語
の
疎
通
不
完
全
に
︑
却
っ
て
愛
嬌
あ
り
︒

午
后
十
時
前
︑
降
車
︒W

ien

のFranz Josephs

駅
に
入
れ
ば
︑
金
谷
︑

阿
部
両
武
官
︑plathom

e

に
立
ち
て
吾
人
を
迎
へ
た
り
︒

自
働
車
を
駆
つ
てH

otel K
rantz

に
入
る
︒
第
一
流
の
も
の
に
し
て
奇

麗
な
り
︒
三
階
な
る
浴
室
附
の
一
室
を
求
む
︒

金
谷
大
佐
の
馳
走
と
な
り
︑
墺
国
酒
に
陶
然
酔
を
買
ふ
︒

午
后
十
一
時
︑
両
武
官
退
散
后
︑O

tto

と
近
辺
を
散
歩
し
︑
帰
館
の

后
︑
入
浴
︒
書
信
︑
日
誌
等
に
時
を
移
し
て
二
時
過
ぎ
床
に
入
る
︒

一
月
五
日
（
月
）
快
晴

天
気
快
晴
な
り
︒

午
前
九
時
起
床
︒
十
時
半
︑
金
谷
大
佐
を
私
宅
に
訪
問
し
︑
阿
部
少
佐



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

一
九

も
同
道
︑
墺
国
大
使
館
に
至
り
︑
西
代
理
大
使
に
面
接
す
︒

然
る
后
︑
金
谷
大
佐
の
案
内
を
受
け
て
維
也
見
物
を
な
す
︒

自
働
車
を
駆
つ
てSchönbrunn

な
るK

aiserl. Schloss

に
至
る
︒
途

中
︑
写
真
の
膜
板
を
購
求
す
る
に
時
間
を
費
や
す
︒

Schönbrunn
庭
園
に
皇
帝
住
宮
の
前
庭
を
人
民
の
為
め
に
公
開
せ
ら

る
ゝ
も
の
に
し
て
︑
仁
徳
普
く
賤
民
に
至
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
︒
国
は

広
大
︑
目
下
森
冬
枯
の
樹
林
寂
し
く
並
列
す
と
雖
も
︑
晩
春
初
夏
の
候

は
極
め
て
鮮
清
な
り
と
称
せ
ら
る
︒
唯
欧
式
庭
園
の
幾
何
学
的
無
趣
味

な
る
は
何
時
も
な
が
ら
吾
人
の
感
服
せ
ざ
る
所
な
り
︒
往
く
往
く
金
谷

大
佐
と
墺
国
の
現
状
︑
日
本
の
風
俗
の
退
化
等
に
関
し
て
語
を
交
は
し

つ
ゝ
青
丘
上
な
るG

loriett

︹G
loriette

︺
望
台
に
上
る
︒
天
空
広
濶
︑

遥
か
維
也
の
西
半
部
を
双
眸
に
収
め
て
心
地
よ
し
︒

午
后
三
時
︑R

athaus

に
午
餐
を
喫
し
︑
食
后
︑
国
会
議
事
堂
︑
博
物

館
等
の
重
壮
な
る
建
築
物
を
瞻
仰
し
︑
途
々
金
谷
大
佐
に
別
れ
︑
王
城

を
通
過
し
︑
主
要
市
街
を
散
歩
し
て
午
后
六
時
帰
館
す
︒

午
后
七
時
︑N

eulinggasse11

な
る
金
谷
大
佐
の
私
宅
に
晩
餐
に
招
か

れ
︑
心
入
な
る
鯉
の
刺
身
と
牛
鍋
の
日
本
の
料
理
に
腹
心
を
開
い
て
快

談
す
︒

　

B
lugaria

︹B
ulgaria

︺
の
失
敗
と
伊
藤
公
の
達
見

　

日
本
の
不
秩
序
と
政
府
の
意
見
の
薄
弱

　

欧
洲
国
交
の
鋭
敏
と
日
本
対
外
思
想
の
幼
稚

な
ど
有
益
な
る
座
談
を
耳
に
す
︒

金
谷
大
佐
︑
予
の
為
め
に
在
独
中
軍
事
研
究
上
の
必
要
な
る
諸
問
題
を

挙
げ
て
曰
く
︑

１
．
大
軍
の
集
中
及
開
進
法

２
．
大
軍
の
前
進

　
　

敵
と
数
日
行
程
隔
た
り
た
る
所
よ
り
終
に
衝
突
に
至
る
迄
の
体
勢

３
．
第
二
線
集
団
の
第
一
線
に
進
出
す
る
要
領

４
．
大
軍
の
方
向
変
換
︑
側
面
展
開

５
．
大
集
団
を
以
て
す
る
攻
撃
の
統
一

６
．
大
騎
兵
団
に
対
す
る
作
戦

７
．
大
軍
を
以
て
す
る
追
撃
要
領

８
．
独
軍
建
制
の
基
礎

９
．
独
軍
陸
軍
省
の
沿
革

10
．
独
乙
軍
団
編
成
の
沿
革

11
．
独
乙
軍
備
拡
張
の
歴
史

12
．
独
︑
露
︑
仏
三
国
軍
の
軍
団
編
成
の
利
害
︑
長
短
比
較

13
．
軍
の
編
成
に
関
す
る
問
題

午
后
十
一
時
頃
よ
り
維
也
の
夜
景
を
視
察
す
︒
伯
林
に
比
し
て
街
頭
暗

く
︑
繁
昌
な
ら
ざ
る
も
︑
魔
婦
の
徘
徊
は
頻
繁
な
り
︒B

ar

を
見
る
︒

将
校
が
軍
服
の
侭
︑
魔
婦
と
戯
語
し
つ
ゝ
あ
る
の
状
は
到
底
独
乙
に
見

る
べ
か
ら
ざ
る
所
と
す
︒

B
äcker str16

な
る
当
市
の
公
娼
所
を
視
察
す
︒
尋
い
で
踊
場
を
見
る
︒

壮
麗
な
る
建
築
物
な
り
︒
伯
林
と
異
な
り
︑
来
客
の
自
ら
舞
ふ
も
の
を

見
ず
︒

午
前
二
時
帰
館
︑
就
寝
す
︒



二
〇

一
月
六
日
（
火
）
晴

午
前
十
時
半
︑Stephans K

irche

を
見
る
︒
四
百
年
前
の
建
築
に
し
て

尖
塔
高
く
︑
天
に
沖
し
て
高
壮
な
り
︒
偶
々
本
日
は
加
蘇
利
克
教
の
祭

日
に
し
て
群
民
参
詣
の
者
多
し
︒

正
午
︑
国
家
議
事
堂
前
に
阿
部
少
佐
と
落
合
ひ
︑
其
案
内
に
て
先
つ
国

家
議
事
堂
を
見
る
︒
石
材
の
広
大
な
る
建
築
な
り
︒

H
ofm

useum

を
見
る
︒
北
な
る
は
博
物
館
に
し
て
亜
米
利
加
大
と
か

げ
の
模
製
︑
岩
塩
の
大
塊
な
ど
目
を
曳
く
︒
南
な
る
は
美
術
館
に
し
て

絵
画
︑
彫
刻
の
見
る
べ
き
も
の
多
し
︒

Volksgarten

に
後
脚
立
の
乗
馬
軍
神
の
銅
像
を
撮
影
の
后
︑
王
城
の
内

を
拝
観
す
︒

仏
独
の
も
の
に
比
し
て
壮
麗
な
る
を
覚
へ
た
り
︒

R
estaurant

に
午
餐
の
后
︑K

.K
.Prater

に
馬
車
を
駆
る
︒
樹
間
の
一

直
線
道
延
長
4000
ｍ
を
超
ゆ
︒
此
の
趣
味
な
き
一
直
線
路
こ
そ
彼
等
の
為

め
に
は
馬
車
を
駆
る
の
無
上
の
楽
園
と
な
る
も
の
な
る
べ
し
︒

D
onau

の
清
流
を
一
瞥
し
て
帰
途
に
就
く
︒
途
に
浅
草
公
園
式
人
民
の

娯
楽
場
あ
り
︒

午
後
六
時
︑
大
使
館
を
訪
問
︒
西
代
理
大
使
と
晩
餐
の
后
︑K

.K
. H

of 

O
perhaus

︹O
pernhaus

︺
に
観
劇
に
赴
く
︒
平
田
書
記
官
夫
妻
も
同

席
せ
り
︒
劇
はC

arm
en

に
し
て
楽
奏
甚
だ
鮮
美
な
り
︒M

icaëla

の

舞
姿
︑
唱
声
最
も
美
な
り
︒
最
后
の
幕
ま
で
少
女
群
集
乱
舞
の
風
姿
掬

す
べ
し
︒

午
後
十
一
時
半
帰
館
︒

O
tto

と
市
中
散
策
︒C

afee

︹C
offee/K

affee

︺
を
飲
み
て
帰
へ
る
︒

日
誌
を
認
め
︑
午
前
二
時
就
寝
す
︒

一
月
七
日
（
水
）
晴

維
也
は
風
強
き
こ
と
あ
れ
ど
︑
滞
在
中
晴
天
の
み
続
き
て
見
物
に
は
都

合
よ
し
︒

維
也
市
の
飲
用
水
の
清
冷
な
る
は
蓋
し
天
下
大
都
の
無
比
と
す
る
所
な

る
べ
し
︒
此
の
市
に
於
て
は
人
造
清
涼
水
よ
り
も
寧
ろ
此
の
天
然
水
を

常
用
と
す
︒
遠
く
西
方
の
山
中
よ
り
鉄
管
に
よ
り
て
導
き
来
る
も
の
と

云
ふ
︒

本
日
午
前
十
一
時
︑
先
づStephans K

irche

寺
院
の
高
塔
を
挙
︹
攀
︺

づ
︒
直
立
三
百
尺
攀
登
し
尽
し
て
市
府
を
下
瞰
す
れ
は
蟻
の
如
く
︑
市

の
石
の
海
の
如
し
︒

市
中
に
旅
杖
を
購
ひ
た
る
后
︑K

.K
.H

of.Stailungen

︹Stallungen

︺

に
至
る
︒
墺
国
皇
室
厩
寮
に
し
て
納
む
る
処
の
車
駕
五
百
台
︑
繋
ぐ
処

の
馬
疋
三
百
頭
に
上
る
︒
其
壮
観
目
を
奪
ふ
︒
八
頭
立
の
金
色
龍
車
を

見
て
は
誰
か
墺
帝
昔
日
の
栄
華
に
驚
か
ざ
る
も
の
な
し
︒
車
駕
の
重
量

四
千
屯
を
超
ゆ
と
称
せ
ら
る
︒R

ing str

に
杖
を
曳
い
てR

athaus

に

至
り
︑
歩
を
返
へ
し
て
帰
館
す
︒

午
后
二
時
︑H

otel

に
阿
部
少
尉
と
会
し
︑
今
後
の
旅
行
計
画
を
立
て

た
る
後
︑
写
真
︑
地
図
︑
画
葉
な
ど
購
ひ
︑Volk Prater

に
蠟
作
工
物

な
と
見
て
帰
へ
る
︒

此
夜
七
時
よ
り
墺
国
駐
在
海
軍A

tache

︹A
ttache

︺
白
根
熊
三
（
中



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

二
一

佐
）
の
招
待
を
受
け
︑
私
宅
に
日
本
料
理
の
馳
走
に
預
か
る
︒
金
谷
︑

阿
部
も
列
す
︒

座
談
は
統
率
と
軍
制
に
移
り
︑
金
谷
大
佐
は
監
軍
を
設
け
︑
少
く
も
封

建
時
代
に
似
た
る
将
軍
の
関
係
を
平
時
に
於
て
結
ぶ
こ
と
必
要
な
る
旨

を
説
き
立
て
た
り
︒

午
後
十
一
時
半
頃
よ
りPari D

ance

に
美
妓
の
乱
舞
を
見
︑
盃
を
挙
げ

て
茲
に
散
解
す
︒
阿
部
少
佐
と
市
中
の
夜
景
視
察
︑
16
番
を
経
て
︑
二

時
頃
帰
館
す
︒

□
村
大
佐
︑
河
村
︑
佐
野
両
武
官
及
敬
義
塾
生
に
書
を
投
ず
︒

一
月
八
日
（
木
）
雪

午
前
十
時
︑H

otel K
rantz

の
払
を
済
ま
し
て
旅
舎
を
出
て
︑Süde 

︹Süd

︺B
H

F

よ
り
汽
車
に
乗
じ
てK

apfenberg
に
至
る
︒
晴
天
の
維

也
は
途
中
よ
り
曇
り
て
終
に
吹
雪
と
な
る
︒
雪
中
岳
峰
の
光
景
を
眺

め
て
︑
午
後
二
時
︑B

ruck B
H

F

に
着
す
︒
村
瀬
少
佐
及
製
鋼
場
技
師

一
名
出
迎
へ
に
来
る
︒
蓋
し
此
の
行
た
る
やB

öhler G
uhsstahlw

erk

︹G
ußstahlw

erk

︺（
製
鋼
場
）
の
作
業
及Erzberg

鉄
山
を
見
む
が
為

め
に
し
て
︑
我
帝
国
が
銃
及
砲
弾
原
料
の
一
部
も
茲
よ
り
仰
ぎ
つ
ゝ
あ

る
縁
因
を
有
す
る
を
以
て
な
り
︒

停
車
場
よ
り
橇
を
駆
つ
てK

apfenberg

（
活
辺
山
）
に
至
り
︑H

otel

に
小
休
の
后
︑
直
ち
に
製
鋼
場
を
見
る
︒
溶
鋼
炉
︑
伸
鉄
機
︑
鍛
錬
機

等
の
作
業
︑
之
を
枝
光
及
呉
の
鉄
工
所
を
見
た
る
吾
人
に
は
少
し
も
珍

し
か
ら
ず
︒
唯
此
の
工
場
の
特
長
と
す
る
処
は
木
炭
を
用
ひ
て
石
炭
を

用
ひ
ざ
る
に
あ
り
︒
鋼
の
良
質
に
至
り
て
は
他
に
余
り
比
を
見
ざ
る
処

な
り
と
云
ふ
︒

夕
刻
︑
会
社
常
用R

estaurant

に
於
て
会
社
よ
り
の
馳
走
に
預
か
り
︑

画
葉
書
及K

nife

の
贈
品
な
と
受
く
︒
簡
な
り
と
雖
も
心
地
よ
り︹
き
︺

待
遇
な
り
︒

午
後
十
一
時
入
浴
后
︑
就
寝
す
︒

一
月
九
日
（
金
）
雪

本
日
は
鉄
山
を
見
る
べ
き
予
定
な
り
︒K

apfenberg

よ
り
登
る
こ
と
十

里
余
よ
り
山
は
金
山
鉄
塊
よ
り
成
り
︑
堀
土
坑
道
の
類
な
く
︑
斜
面
を

階
段
状
に
割
取
し
つ
ゝ
あ
り
︒
極
め
て
壮
観
な
り
と
の
言
に
よ
り
︑
雪

を
侵
し
て
自
働
車
に
続
く
に
橇
を
以
て
し
︑
是
非
共
本
日
午
前
二
時
半

迄
に
視
察
を
終
は
る
予
定
を
以
て
八
時
半
︑
活
辺
山
を
発
す
︒

飛
雪
紛
々
た
る
村
道
を
駆
る
こ
と
一
時
間
余
に
し
てVordernberg

に

至
る
︒
茲
に
鉄
鉱
粗
製
場
あ
り
︒
此
頃
︑
飛
雪
益
甚
だ
し
く
︑
前
路
困

難
に
し
て
橇
を
以
て
す
る
も
夕
刻
に
至
ら
ず
ん
ば
山
上
に
達
せ
ず
と
の

こ
と
に
□
︹
遺
︺
憾
な
が
ら
鉄
山
の
視
察
を
中
止
し
︑
唯
素
鉄
の
製
法

な
ど
見
て
︑
午
食
を
喫
す
︒

帰
途
︑
雪
中
の
溝
渠
に
自
働
車
を
曳
き
込
め
︑
思
は
ず
時
間
を
要
し
︑

辛
う
じ
てB

ruck

発
予
定
の
汽
車
に
乗
す
こ
と
を
得
て
帰
維
す
︒

維
也
に
着
す
れ
は
雨
な
り
︒
阿
部
少
佐
出
迎
へ
に
来
る
︒
共
に
金
谷
大

佐
を
訪
れ
て
滞
維
中
の
厚
意
を
謝
し
︑H

otel K
rantz

に
至
る
︒

午
後
七
時
︑
西
源
四
郎
︑
金
谷
範
三
︑
白
根
熊
三
︑
阿
部
信
行
の
四
名



二
二

を
招
待
し
て
晩
餐
を
共
に
し
︑
滞
維
中
の
厚
意
を
謝
す
︒

午
后
十
時
十
分
︑
金
谷
︑
阿
部
両
武
官
に
送
く
ら
れ
て
維
也
を
辞
し
て

Innsbruck

に
向
ふ
汽
車
来
る
︒
夜
枕
に
二
等
客
車
に
窮
屈
な
る
旅
路

の
夢
を
結
ぶ
︒

一
月
十
日
（
土
）
雪

夜
明
く
れ
ば
車
は
今
しZell

の
古
城
附
近
を
走
れ
り
︒
吹
雪
満
地
を

蔽
ひ
て
一
天
陰
鬱
︑
雪
峰
氷
河
過
ぎ
来
り
︑
送
り
去
る
処
の
眺
め
蓋
し

偉
観
た
る
を
失
は
ず
︒

Salzburg

を
午
前
七
時
に
乗
り
換
へ
て
よ
り
急
行
車
と
な
り
︑

W
erfen

︑Zell

︑W
örgel

︹W
örgl

︺
を
経
て
午
後
二
時
︑Innsbruck

に
着
す
︒
車
中
仮
眠
に
あ
ら
ず
ん
ば
雪
中
の
山
景
を
見
と
る
ゝ
な
り

き
︒

陰
子
部
落
に
て
は
駅
前
のEuropa H
otel

に
行
李
を
解
く
︒

直
ち
に
橇
を
雇
ふ
て
先
づB

erg Isel

にR
egim

ental M
useum

を
見

る
︒
主
と
し
て
戦
争
紀
念
武
器
︑
絵
画
の
類
を
蒐
集
し
た
り
︒

吹
雪
を
衝
い
てA

m
ras

︹A
m

bras?

︺
古
城
を
望
み
て
︑
市
の
北

端
な
るPanoram

a

に
至
り
︑
内
部
を
一
見
し
て
馬
首
を
回
は
し

Ferdinandeum
 M

useum

を
見
る
︒
古
器
物
︑
絵
画
︑
彫
刻
の
類
を
陳

列
し
あ
る
も
︑
余
り
感
服
せ
る
も
の
無
し
︒

市
の
主
な
る
市
街
な
るM

aria Theresie

通
り
を
歩
し
て
画
葉
書
な
ど

求
め
て
帰
へ
る
︒

陰
子
部
落
は
陰
川
に
臨
む
の
小
都
に
し
て
人
口
五
万
を
有
す
︒
四
囲
の

高
山
︑
夏
時
は
雪
を
載
せ
て
眺
望
佳
絶
な
り
と
の
称
あ
る
も
︑
目
下
は

吹
雪
に
包
ま
れ
て
見
る
影
も
無
く
寂
れ
た
り
︒

此
の
辺
田
舎
娘
の
美
し
き
も
の
多
し
︒

旧
教
盛
に
し
て
村
路
上
に
耶
蘇
の
尊
像
を
掲
げ
あ
る
こ
と
我
地
蔵
尊
像

を
里
道
に
認
む
る
が
如
し
︒
而
し
て
信
徒
の
其
前
を
通
行
す
る
や
︑
必

ず
額
に
十
字
を
切
る
︒
塩
ら
し
き
感
を
吾
人
に
興
る
︒

市
にH

ofkirche

は
古
色
壮
麗
︑
一
見
の
価
あ
る
も
の
な
り
︒

入
浴
後
︑
衣
服
を
新
め
て
︑H

otel Tirol

に
晩
餐
を
喫
す
︒
偶
々
此
の

土
地
上
流
社
会
の
舞
踏
会
あ
り
︒
暫
く
停
ま
り
て
舞
踏
の
光
景
な
ど
見

て
︑
人
情
風
俗
研
究
の
資
と
な
し
︑
午
後
十
時
帰
館
す
︒

夜
家
郷
︑
敬
義
塾
︑
伯
林
及
維
也
の
西
︑
金
谷
︑
白
根
︑
阿
部
等
に
通

信
︑
礼
状
な
ど
認
め
︑
亦
滞
り
し
日
誌
を
整
理
し
て
十
一
時
就
寝
す
︒

一
月
十
一
日
（
日
）
雪
後
晴

陰
子
部
落
よ
り
ア
ル
プ
ス
支
脈
の
吹
雪
を
衝
い
てM

ünchen

に
行
く

べ
か
り
し
所
︑
雪
崩
の
為
め
交
通
杜
絶
せ
し
を
以
て
已
む
無
く
他
路
を

以
て
独
領
に
入
る
こ
と
ゝ
な
す
︒

朝
食
后
︑
雪
の
市
中
を
散
歩
す
︒
士
官
学
校
に
至
り
︑
校
内
の
案
内
迄

乞
ひ
し
も
︑
若
し
も
公
沙
汰
と
な
り
て
事
の
面
倒
に
及
ぶ
を
恐
れ
︑
中

止
し
て
帰
へ
る
︒

午
后
零
時
幾
分
の
汽
車
に
てInnsbruck

を
発
し
てM

ünchen

に
向
ふ
︒

K
ufstein

の
辺
︑
雪
中
の
眺
め
面
白
し
︒

午
后
四
時
半
︑
汽
車M

ünchen 

に
着
す
︒
自
働
車
を
駆
っ
てPark 



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

二
三

H
otel

に
入
る
︒

入
浴
后
︑
市
中
を
散
歩
し
︑H

of B
rauhaus

︹B
räuhaus

︺
に
至
り
︑

有
名
の
麦
酒
場
の
光
景
を
目
撃
す
︒
南
独
人
は
親
切
な
り
と
聞
き
及
び

し
も
︑
中
々
然
ら
ず
︒
一
兵
士
が
一
婦
人
と
喃
々
麦
酒
を
仰
ぐ
︒
前
面

に
陣
を
と
る
︒
他
に
余
席
無
か
り
し
を
以
て
な
り
︒
場
内
に
埋
も
れ
て

飲
酒
を
な
す
も
の
無
慮
八
百
人
に
も
余
り
つ
べ
し
︒
老
人
あ
り
︒
紳
士

あ
り
︒
小
児
あ
り
︒
婦
人
あ
り
︒
雑
然
と
し
て
社
会
の
縮
写
図
を
見
る

が
如
し
︒

尋
い
でB

onbonniéle

の
興
行
を
見
る
︒
主
と
し
て
落
語
︑
舞
踏
︑
歌

典
な
り
︒
毫
も
興
を
感
せ
ざ
る
も
︑
以
て
当
国
人
情
の
趣
向
を
察
知
し

得
た
り
︒Jango

の
舞
振
の
如
き
如
何
に
も
下
卑
な
り
︒
当
世
人
間
の

趣
向
の
大
勢
も
知
ら
れ
て
慨
嘆
に
堪
へ
ず
︒
衣
装
の
如
き
亦
然
ら
ざ
る

な
し
︒
隣
席
に
二
人
連
の
若
者
あ
り
︒
如
何
に
も
嫌
悪
の
風
体
を
以
て

吾
人
を
迎
ふ
︒
不
快
云
ふ
べ
か
ら
ず
︒
則
ち
席
を
改
め
て
観
劇
︑
十
一

時
半
に
至
り
起
っ
て
帰
へ
る
︒

夜
街
寒
気
強
く
︑
口
髯
の
凍
結
す
る
を
覚
へ
た
り
︒
午
前
一
時
就
寝

す
︒

一
月
十
二
日
（
月
）
雪

白
雪
霢
々
と
し
て
寒
気
強
し
︒
路
上
呼
吸
の
白
く
凍
る
を
覚
ゆ
︒

終
日
を
か
け
て
民
顕
の
見
物
な
り
︒

午
前
十
時
半
︑
旅
館
を
出
て
︑
先
し
︹
マ
マ
︺Schloß

を
見
ん
と
す
︒

冬
季
は
観
覧
を
許
さ
ず
︒
唯
外
郭
を
通
覧
し
て
過
ぐ
︒
宏
壮
な
り
︒
尋

い
でA

lte Pinakothek

に
至
る
︒
南
独
美
術
の
白
眉
な
り
と
の
称
あ

り
︒
是
亦
遺
憾
な
が
ら
閉
扉
し
て
見
る
こ
と
能
は
ず
︒
更
に
歩
を
移
し

てN
eue Pinakothek

に
至
る
︒
絵
画
の
見
る
べ
き
も
の
多
か
り
し
中

にA
rnold B

öcklin

のSpiel der W
ellen

と
題
す
る
海
神
游
泳
の
図
の

意
匠
と
云
ひ
︑
色
彩
と
云
ひ
︑
極
め
て
感
嘆
を
深
め
し
も
の
あ
り
︒
其

他
猟
人
神
獣
に
遭
ふ
図
︑
樹
間
に
兵
士
︑
佳
人
離
別
の
画
な
ど
何
れ
も

記
憶
に
存
す
る
名
画
な
り
き
︒

尋
い
で
馬
車
を
駆
っ
てEnglish Park

を
通
り
︑Isar

川
を
渡
り
て

M
axim

ilianeum

に
至
る
も
同
じ
く
冬
季
観
覧
の
便
な
し
︒

R
athaus

に
午
食
を
喫
す
︒
総
べ
てK

ellenerin

に
し
て
旅
情
を
慰
む

る
も
の
あ
り
︒

予
はO

tto

に
別
れ
て
単
独Schackstr. 2

Ⅱ

な
る
名
誉
領
事Schüssel

を
訪
問
す
︒
夫
人
面
接
︒
茲
に
て
寺
内
少
佐
紹
介
の
木
下
正
雄
の
居
宅

を
承
知
し
︑
同
氏
を
尋
ぬ
︒

午
後
四
時
よ
り
仝
氏
の
案
内
に
てO

tto

共
々
先
づD

eutsches 

M
useum

を
見
る
︒
工
業
的
博
物
館
と
し
て
は
世
界
に
名
あ
る
も
の
と

称
せ
ら
る
︒

機
械
の
模
型
︑
鉱
坑
の
模
型
︑
蒸
︑
電
気
機
の
沿
革
模
型
︑
度
量
衡
の

歴
史
沿
革
模
型
︑
天
体
観
測
機
の
歴
史
沿
革
及
模
型
︑
電
気
応
用
諸
機

械
︑
光
線
応
用
諸
機
械
︑
磁
気
応
用
諸
機
械
︑
交
通
︑
住
宅
︑
橋
梁
の

建
造
︑
耕
作
器
具
よ
り
炊
具
︑
織
巾
に
至
る
諸
機
械
︑
飛
行
機
の
沿

革
︑
船
舶
の
模
型
等
苟
も
工
業
に
関
す
る
一
切
の
事
物
を
蒐
集
し
て
余

す
処
な
し
︒
有
益
な
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
︒
殊
に
観
客
を
し
て
自
由
に



二
四

機
械
の
運
転
試
験
の
便
宜
を
与
へ
せ
し
あ
る
は
賞
讃
す
べ
き
こ
と
な

り
︒
家
庭
の
慈
母
が
愛
児
を
伴
ひ
て
半
日
の
清
遊
を
此
の
館
に
採
る
も

の
多
き
を
見
る
︒
蓋
し
好
散
歩
場
と
云
ふ
べ
し
︒
地
球
引
力
の
量
を
発

見
せ
し
基
礎
と
な
り
し
歴
史
的
鉛
球
︑
汽
車
の
沿
革
︑
飛
行
機
の
沿

革
︑
天
体
の
模
型
︑
分
子
の
運
動
︑
液
体
空
気
の
諸
実
験
等
は
殊
に
注

意
及
興
味
を
惹
き
た
る
も
の
な
り
︒

Luitpold

に
晩
餐
を
喫
す
︒
此
夜
偶　
　
︹
マ
マ
︺のFestval︹Festival

︺

に
相
当
し
︑
本
年
は
約
七
週
間
に
亙
る
毎
週
月
水
土
の
三
日
は
男
女
無

礼
講
の
夜
会
あ
り
と
聞
き
︑
社
会
学
研
究
と
し
て
麦
酒Saal

に
光
景

を
観
望
す
︒
見
識
な
き
男
女
が
手
を
携
へ
て
舞
踏
︑
私
語
す
る
の
状
︑

乱
麻
の
如
し
︒
宣
な
る
哉
︑
秋
季
私
生
児
の
多
き
由
な
る
こ
と
を
︒
我

国
の
盆
踊
に
似
て
一
層
野
合
的
な
る
も
の
と
謂
ふ
べ
し
︒

午
後
十
二
時
過
き
帰
館
︒
日
誌
を
認
め
て
就
寝
す
︒

一
月
十
三
日
（
火
）
晴

午
前
八
時
十
五
分
︑
民
顕
発
急
行
列
車
に
て
伯
林
に
向
ふ
︒H

otel

出

発
の
と
き
写
真
機
の
紛
失
せ
る
に
心
付
き
︑
昨
夜
のC

afée

︹C
afé

︺

に
迄
尋
ね
て
行
き
て
︑
為
め
に
稍
狼
狽
す
︒

民
顕
を
発
し
て
の
眺
め
一
望
︑
大
波
状
地
に
し
て
樹
目
︹
木
︺
少
く
︑

大
兵
団
運
用
に
便
な
る
の
感
あ
り
し
も
︑
伯
林
迄
640
㎞
の
行
程
を
途
中

二
個
所
に
停
車
せ
る
の
み
な
り
き
︒

午
後
五
時
伯
林
着
︑
早
速Espranade

︹Esplanade

︺ H
otel

に
理
髪
し

て
︑
而
し
て
我
家
に
か
へ
る
︒

内
地
其
他
よ
り
の
書
簡
︑
品
物
︑
机
上
に
堆
積
せ
り
︒
夕
食
は
林
︑
□

□
及
逸
見
とV.L.P

に
於
て
す
︒

母
上
様
御
始
め
よ
り
御
年
玉
と
し
て
御
心
入
の
御
贈
品
あ
り
︒
有
栖
川

妃
殿
下
よ
り
玉
章
あ
り
︒
家
職
よ
り
年
賀
状
あ
り
︒
年
末
会
計
予
算
︑

決
算
の
報
告
あ
り
︒
知
己
︑
友
人
よ
り
年
賀
状
あ
り
︒
塾
生
よ
り
□
□

□
の
塾
報
あ
り
︒
通
読
し
て
深
更
に
及
ぶ
︒

一
月
十
四
日
（
水
）
晴

晴
天
な
り
︒

午
前
九
時
起
床
︒
年
始
状
の
返
へ
し
に
忙
殺
せ
ら
る
︒

午
後
一
時
︑
林
少
佐
来
訪
︒
河
村
大
佐
の
居
宅
に
関
す
る
意
見
な
ど
の

伝
言
を
聞
く
︒

G
rand R

estaurant

に
て
昼
食
を
喫
す
︒
河
村
大
佐
等
あ
り
︒
食
后
︑

正
木
少
佐
と
共
にStick

︑
靴
を
購
求
に
赴
き
︑
帰
途
︑
観
工
場
に
財

布
な
ど
求
む
︒

午
後
五
時
︑
河
村
大
佐
来
訪
︒
相
変
ら
ず
予
の
生
活
法
を
狭
隘
な
る
中

尉
の
み
に
局
限
せ
ん
と
欲
し
︑
自
己
以
外
︑
人
の
意
見
を
傾
聴
す
る
こ

と
を
防
止
せ
ん
と
し
︑
自
己
の
権
威
下
に
置
か
ん
と
す
る
野
心
を
包
蔵

せ
る
令
辞
に
迂
曲
の
含
む
訓
言
あ
り
︒
一
も
感
服
せ
ず
︒
言
毎
に
反
問

追
及
せ
し
為
め
︑
大
に
時
刻
を
移
し
︑
結
果
︑
宮
廷ball

の
如
き
問
題

決
着
せ
ず
し
て
午
後
八
時
︑
別
る
︒

V.P

に
て
夕
食
を
喫
し
︑
夜
は
主
と
し
て
書
簡
を
認
む
︒
維
也
︑
民
顕

宛
の
礼
状
等
な
り
︒



前
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年
～
一
九
一
四
年
）　

一

二
五

一
月
十
五
日
（
木
）
曇

午
前
︑
書
簡
を
認
む
る
に
忙
が
し
︒

十
一
時
︑
林
少
佐
来
訪
︒
河
村
大
佐
訓
示
の
誠
意
な
き
を
語
り
合
ふ
︒

寧
ろ
窮
屈
な
る
陸
軍
に
志
を
立
て
ん
よ
り
は
陸
軍
の
身
分
を
勇
退
し
て

広
く
国
家
に
貢
献
す
る
の
有
利
な
る
も
の
あ
る
を
感
ず
る
の
念
︑
愈
々

加
は
る
︒

午
後
三
時
︑V.L.P
に
昼
食
を
喫
し
︑
食
后
︑
観
工
場
にA

lbam

︹A
lbum

︺
な
ど
求
め
て
か
へ
る
︒
午
後
七
時
半
よ
りFreiherr

の
家
に

夕
食
に
赴
く
︒
相
変
ら
ず
和
蘭
地
主
夫
婦
あ
り
︒
山
本
中
佐
も
招
せ
ら

る
︒

食
後
︑
遊
戯
な
ど
な
し
︑
十
一
時
︑
帰
家
す
︒

夜
︑
母
上
様
始
め
に
書
簡
を
認
め
︑
午
前
二
時
就
寝
す
︒

高
木
よ
り
年
末
賞
与
︑
会
計
の
説
明
等
の
書
簡
来
る
︒

一
月
十
六
日
（
金
）
曇

午
前
十
時
半
︑
老
川
と
警
察
署
に
赴
く
︒
戸
籍
調
査
の
為
め
呼
出
さ
れ

た
る
な
り
︒
簡
単
に
し
て
五
分
間
程
対
談
の
后
︑
帰
へ
る
︒
姓
名
︑
職

業
等
を
問
は
れ
し
の
み
な
り
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
︑
語
学
を
学
ぶ
︒
主
と
し
て
復
習
な
り
︒

午
后
一
時
︑
佐
野
伯
を
訪
問
せ
し
も
不
在
な
り
き
︒

B
arbarossa32

にA
nderess

を
訪
れ
︑
写
真
を
与
ふ
︒Em

m
a

に
も
与

ふ
︒

V.L.P

に
昼
食
の
后
︑
帰
へ
り
て
旅
装
を
解
き
て
︑
室
内
の
整
頓
を
な

す
︒
絵
葉
書
の
整
頓
等
に
有
利
な
ら
ざ
る
時
間
を
徒
費
す
︒

午
后
七
時
半
︑
林
︑
逸
見
と
大
使
館
に
招
か
る
︒
篠
野
参
事
官
及
須

藤
︑
福
士
の
諸
氏
会
合
︒
解
散
后
︑
予
は
大
使
に
対
し
︑
三
月
以
降
転

居
の
こ
と
︑
宮
廷
謁
見
の
こ
と
︑
内
地
に
煙
艸
献
上
輸
送
の
こ
と
等
の

相
談
を
な
す
︒

帰
家
︑
又
室
内
を
整
頓
し
︑
午
前
二
時
半
就
寝
す
︒

一
月
十
七
日
（
土
）
曇

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
一
時
半
︑
来
る
べ
きN

eum
ann

︑
十
二
時
過
ぎ
て
来
る
︒
一

時
間
︑
語
学
を
学
ぶ
︒

林
少
佐
来
訪
︒
昨
夜
大
使
と
予
と
の
対
談
の
結
果
を
河
村
大
佐
に
移
せ

し
処
︑
此
度
は
非
常
に
喜
悦
せ
り
と
云
ふ
︒
猫
眼
の
如
き
変
化
哉
︒

G
rand R

estaurant

に
於
て
昼
食
す
︒

古
荘
と
会
合
︒D

resden

よ
りW

iesbaden

の
好
適
な
る
こ
と
を
語
れ

り
︒

写
真
店
に
寄
り
て
帰
宅
︒
勉
強
せ
ん
と
し
て
寸
暇
睡
せ
し
も
の
か
︑
午

后
七
時
半
迄
続
き
し
為
め
︑
終
に
果
さ
ず
︒
午
後
七
時
半
︑
外
出
︒
観

工
場
に
逸
見
に
銭
入
を
買
ひ
与
へ
︑V.L.P

に
夕
食
し
︑
帰
途
︑
林
少

佐
の
宅
を
訪
問
し
て
帰
へ
る
︒

午
後
十
二
時
半
就
寝
す
︒



二
六

一
月
十
八
日
（
日
）
曇

午
前
九
時
起
床
︒

十
一
時
︑N

eum
ann

来
る
︒Jacobi

に
送
る
書
簡
を
添
削
せ
し
む
る

に
︑
全
時
間
を
費
や
し
︑
授
業
な
し
︒

午
後
二
時
︑
佐
野
伯
を
訪
問
せ
し
も
不
在
な
れ
ば
︑V.L.P

に
昼
食
を

喫
し
て
︑
亦
再
び
訪
問
し
︑
伯
爵
に
面
会
し
て
伯
林
以
外
に
転
居
の
こ

と
︑ice kulb

︹K
lub？

︺
の
こ
と
等
に
関
し
会
談
す
︑
午
後
四
時
︑
帰

へ
り
て
自
習
︒

午
後
九
時
︑
散
歩
旁
々
食
事
に
赴
き
︑
帰
宅
の
後
︑
逸
見
と
謡
な
ど
試

み
︑
后
︑
予
に
対
す
る
批
評
談
等
に
入
る
︒
談
中
︑
所
感
少
か
ら
ず
︒

微
を
以
て
人
を
穽
い
ず
︑
徳
を
以
て
人
を
懐
く
る
の
道
に
出
で
ざ
る
べ

か
ら
ざ
る
こ
と
︑
小
事
は
挙
げ
て
人
に
委
ね
︑
着
眼
を
常
に
大
局
に
注

ぐ
べ
き
こ
と
︑
仁
恕
の
道
を
厚
く
す
べ
き
こ
と
等
な
り
︒

午
前
二
時
就
寝
す
︒

一
月
十
九
日
（
月
）
晴

天
気
好
し
︒

午
前
十
時
︑
林
喜
久
松
の
案
内
に
て
逸
見
を
従
へ
︑
舎
利
底
な
る
解
剖

教
室
に
福
士
医
学
士
を
訪
れ
︑
解
部
︹
剖
︺
を
見
る
︒
曽
て
日
本
の
大

学
医
科
室
に
於
て
見
た
る
と
特
に
異
な
る
点
な
し
︒
唯
標
本
室
に
好
標

本
の
資
料
豊
富
な
る
と
︑
屍
室
︑
火
葬
室
等
︑
万
般
の
設
場
行
き
届
け

る
を
異
な
り
と
す
︒
教
室
廊
下
の
学
生
外
套
掛
の
鎖
あ
る
は
盗
難
を
防

ぐ
に
あ
り
と
聞
き
︑
大
に
風
儀
の
良
し
か
ら
ざ
る
を
感
ぜ
り
︒

正
午
過
︑
医
科
大
学
を
出
て
︑
交
通
博
物
館
を
縦
覧
せ
ん
と
せ
し
も
︑

本
日
休
業
の
為
め
︑
去
っ
て
独
領
阿
洲
物
産
陳
列
場
を
一
見
し
た
る

后
︑
林
を
伴
し
てU

nter den R
inden

︹Linden

︺
な
るK

eller

に
於

て
昼
食
の
馳
走
を
な
す
︒

食
后
︑Friedrich str. 

辺
を
買
物
し
て
ぶ
ら
付
き
︑
午
後
五
時
︑
帰
家

す
︒

六
時
よ
り
語
学
自
習
︒
午
后
十
時
よ
り
十
二
時
迄
林
少
佐
を
訪
問
し
て

四
方
の
談
を
な
す
︒

午
前
二
時
半
就
寝
す
︒

一
月
廿
日
（
火
）
晴

午
前
九
時
半
起
床
︒

七
時
半
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒

午
後
二
時
︑D

resdener B
ank

に
寄
り
て
︑ice palace

に
赴
き
︑
運
動

旁
々
食
事
を
認
む
︒

午
後
四
時
半
帰
家
︑
勉
強
︒

夕
食
は
家
に
於
て
簡
便
に
済
ま
す
︒

夜
九
時
半
︑
三
十
分
間
散
歩
す
︒

輝
道
︑
木
下
︑
村
瀬
よ
り
書
状
あ
り
︒

永
山
︑
有
田
︑
小
川
に
書
簡
を
送
る
︒

一
月
廿
一
日
（
水
）
晴

午
前
九
時
半
起
床
︒



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

二
七

午
前
十
時
半
よ
り
三
十
分
許
︑
寒
中
の
郊
外
散
策
︒

午
前
十
二
時
よ
り
二
時
間
語
学
の
教
師
と
対
談
︑
主
と
し
てParsifal

の
筋
書
に
就
い
て
な
り
︒

午
后
二
時
半
︑V.L.P

に
昼
食
の
后
︑ice palace

に
赴
き
︑
四
時
半
迄

運
動
す
︒
松
崎
博
士
︑
穂
積
︑
其
他
三
︑四
の
日
本
人
あ
り
︒

午
後
六
時
帰
宅
︒

夜
八
時
︑Freiherr
の
家
に
食
事
に
赴
く
︒

午
後
十
時
帰
家
︒
十
二
時
就
寝
す
︒

一
月
廿
二
日
（
木
）
晴

午
前
九
時
半
起
床
︒

午
前
十
時
半
よ
り
二
時
間
独
語
を
学
ぶ
︒N

um
ann

綿
密
に
過
ぎ
て
稍

倦
怠
の
気
を
起
す
︒

午
後
二
時
︑
逸
見
同
道
︑
日
本
倶
楽
部
に
昼
食
を
な
す
︒
帰
途
︑ice 

palace

に
寄
る
︒K

ow
alski

の
娘
︑
愛
嬌
能
く
談
話
す
る
に
︑
終
午
後

五
時
迄
氷
上
を
滑
る
︒

午
後
六
時
よ
り
三
十
分
許
机
上
に
向
ふ
︒

今
日
は
木
曜
日
な
れ
ば
内
地
よ
り
の
通
信
あ
り
︒
年
賀
状
も
合
せ
て
十

枚
迄
に
達
す
︒

午
後
七
時
半
︑
林
少
佐
を
誘
ふ
てW

inter G
arten

を
観
覧
す
︒
上
村
︑

山
本
等
海
軍
の
連
中
に
会
す
︒
相
替
ら
ず
奇
劇
を
な
す
中
に
支
那
少
年

の
手
品
︑
洋
人
軽
業
の
奇
抜
な
る
︑
最
も
興
あ
り
︒
仝
所
に
て
晩
餐
を

認
む
︒
美
味
賞
す
べ
し
︒

午
後
十
一
時
半
︑
散
解
︒
帰
途
︑Friedlich str

の
魔
麗
出
没
の
光
景

を
見
て
︑
午
前
一
時
帰
宅
︒

一
月
廿
三
日
（
金
）
晴

午
前
十
時
半
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒
近
頃
劇
界
を
風
靡
せ
る

Parsifal

の
筋
書
の
説
明
も
な
す
︒

昼
食
をV.L.P

に
於
て
な
し
た
る
后
︑Esplanade H

otel

に
至
り
て
理

髪
し
︑
帰
途
︑
観
工
場
に
寄
り
︑
写
真
帖
な
ど
求
め
て
帰
へ
る
︒

午
後
七
時
半
︑G

udenberg

の
家
に
夕
食
に
赴
き
︑
九
時
帰
宅
す
︒

日
本
よ
り
続
々
書
信
到
来
︒
之
れ
が
返
信
に
忙
殺
せ
ら
る
︒

太
田
定
一
の
塾
信
︑
最
も
嬉
し
く
感
ぜ
り
︒

一
月
廿
四
日
（
土
）
晴

午
前
十
一
時
半
に
来
る
べ
き
教
師
︑
正
午
過
ぎ
て
来
る
︒
午
后
二
時
迄

語
学
を
学
ぶ
︒

林
少
佐
来
訪
︒
維
也
阿
部
少
佐
よ
り
の
金
額
の
こ
と
に
関
し
て
相
談
あ

り
︒

午
後
三
時
︑V.P

に
昼
食
の
后
︑ice palace

に
於
て
運
動
︑
六
時
帰
へ

る
︒

維
也
旅
行
の
写
真
出
来
ず
︒
夜
食
は
家
に
於
て
認
め
︑
食
后
︑
机
に
向

ひ
︑
一
時
就
寝
す
︒



二
八

一
月
廿
五
日
（
日
）
晴

快
晴
な
り
︒

午
前
十
一
時
半
よ
り
一
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒
午
後
二
時
︑ice palace

に
赴
き
︑
運
動
︒
仝
所
に
て
昼
食
す
︒
日
曜
日
は
氷
滑
に
来
る
も
の
少

く
︑
数
四
の
独
逸
の
小
児
︑
予
を
慕
ふ
て
争
ひ
て
手
を
携
へ
て
走
ら
ん

と
す
︒
愛
す
べ
し
︒
帰
途
︑N

eue See

を
見
る
︒
郊
外
氷
上
遊
戯
の

繁
昌
驚
く
許
か
り
の
盛
況
な
り
︒

午
後
六
時
︑N

eum
ann

来
訪
︒
本
夕
︑K

önigl. O
pernhaus

に
赴
く
為

め
に
来
り
し
も
の
に
し
て
出
発
前
約
一
時
間
に
亙
り
筋
書
の
説
明
を
な

す
︒

午
後
七
時O

pera

に
赴
く
︒R

ichard W
agner

のParsifal

な
り
︑

三
十
年
目
の
今
年
を
以
て
初
め
て
此
の
伯
林
に
於
て
興
行
し
得
た
る
の

呼
物
に
し
て
︑
過
日
来
切
符
売
切
の
盛
況
︑
本
夕
辛
う
じ
て
其
最
後
の

晩
に
観
覧
す
る
を
得
た
る
も
の
な
り
︒

音
楽
はW

agner

式
に
し
て
其
趣
味
解
し
難
き
もG

urnem
anz

（
老

騎
士
）
を
勉
め
しK

nüpfer

︑
及
びK

undry

を
勉
め
しLeffl

er-

B
urckard

の
歌
声
は
共
に
名
物
丈
の
価
あ
り
し
を
覚
ゆ
︒Parsifal
を

勉
め
しW

ien

よ
り
のM

iller

は
過
日W

ien 

に
てK

arm
en

を
観
し

と
き
演
じ
た
る
男
に
し
て
︑
熟
達
せ
ざ
る
感
あ
り
︒Parsifal

の
筋
書

は
極
め
て
宗
教
味
あ
る
荘
重
の
も
の
に
し
て
大
に
我
趣
味
に
合
せ
り
︒

殊
に
舞
台
の
仕
樹
の
見
事
に
し
て
森
林
の
光
景
︑
魔
園
の
変
幼
︑
聖
盃

捧
持
の
場
等
の
光
景
を
現
出
す
る
こ
と
巧
妙
︑
感
嘆
の
外
な
し
︒

帰
途
︑R

udolf D
ressel

に
於
て
晩
餐
を
喫
す
︒
卓
上N

eum
ann

と
独

逸
現
帝
論
に
入
る
︒
予
の
帝
を
評
し
て
自
ら
用
ふ
る
こ
と
多
き
過
ぎ
︑

帝
徳
に
至
り
て
は
先
帝
に
若
か
ざ
る
旨
を
述
ぶ
る
や
︑
彼
其
現
況
止
む

を
得
ざ
る
旨
を
以
て
答
ふ
︒
一
部
人
士
を
除
く
外
︑
一
般
に
現
帝
は
尊

敬
せ
ら
る
も
の
と
見
へ
た
り
︒
独
国
不
美
人
論
を
称
ふ
れ
ば
彼
亦
偏
理

な
る
弁
解
を
試
む
︒
要
す
る
に
極
め
て
快
談
た
り
き
︒

午
後
三
時
帰
家
︒
日
誌
を
認
め
た
る
后
︑
就
寝
す
︒

一
月
廿
六
日
（
月
）
晴

午
前
九
時
半
起
床
︒
語
学
教
師
︑
遅
れ
て
十
一
時
半
︑
来
宅
す
︒
一
時

間
半
勉
学
︒

昼
食
をG

rand R
estaurant

に
於
て
す
︒
陸
軍
の
常
客
の
外
に
吉
井
少

佐
︑
浅
田
大
尉
も
見
へ
た
り
︒

Eis Palace

に
赴
く
︒C

lub

の
使
用
時
間
な
り
︒

午
後
七
時
半
︑
筒
井
大
尉
の
寄
宅
な
るW

örpel

の
家
に
赴
く
︒
主
人

夫
婦
（H

einrich

＆Victoria

）O
tto K

uhnert Editha

及
筒
井
歓
待
す
︒

食
后
︑
予
︑
準
備
せ
る
旅
行
談
を
試
み
︑
旅
中
の
写
真
な
ど
示
め
す
︒

午
後
十
一
時
︑
別
れ
て
帰
へ
る
︒

一
月
廿
七
日
（
火
）
曇

今
日
はW

ilhelm
eⅡ

の
天
長
節
な
り
︒
明
年
よ
り
は
宮
廷
の
情
況
も

視
察
し
得
れ
ば
︑
今
年
は
一
般
人
民
が
如
何
に
此
の
日
を
祝
す
る
か
を

視
察
せ
ん
と
欲
し
︑
午
前
十
時
︑
先
づW

örpel

の
家
を
訪
れ
︑
夫
人

及
娘
同
道
し
てW

örpel

の
出
仕
せ
る
中
学
校
に
天
長
節
の
儀
式
を
見



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

二
九

る
︒

式
の
次
第
は
先
づ
生
徒
の
唱
歌
に
尋
い
で
生
徒
の
口
演
︑W

örpel

の

口
演
あ
り
︒
次
に
校
長
は
起
ち
て
一
場
の
祝
詞
を
述
べ
︑
且
皇
帝
よ
り

賜
は
り
し
書
籍
を
優
等
学
生
に
贈
与
し
︑
更
に
合
唱
し
て
独
乙
帝
の
万

歳
を
三
唱
し
て
解
散
す
︒

独
逸
の
軍
隊
的
思
想
は
学
校
内
に
も
能
く
進
入
し
︑
校
長
の
一
令
を
以

て
座
作
進
退
す
る
生
徒
の
行
動
︑
誠
に
殊
勝
気
に
見
受
け
ら
る
︒
唱
歌

の
真
味
は
今
日
︑
此
の
学
校
に
於
て
初
め
て
解
し
得
ら
る
︒
合
唱
の

間
︑
一
種
鮮
良
の
愛
国
心
を
鼓
舞
し
得
る
も
の
と
見
へ
た
り
︒
而
し
て

合
唱
も
高
調
低
音
交
到
り
︑
音
楽
的
の
美
感
あ
り
︒

皇
帝
が
天
長
の
佳
辰
に
当
り
︑
普
く
全
国
学
校
に
紀
念
品
を
賜
は
る
こ

と
︑
誠
に
帝
徳
を
普
及
す
る
の
好
適
の
所
為
と
見
受
た
り
︒

W
örpel

の
家
に
て
朝
食
の
馳
走
に
な
り
た
る
后
︑
自
働
車
に
て
一
家

族
と
共
にU

nter ︹den

︺ Rinden

︹Linden

︺
の
天
長
節
の
光
景
を
見

る
︒
人
民
群
を
な
し
て
宮
廷
城
下
に
集
ひ
︑
疑
︹
擬
︺
声
を
揚
げ
て
英

姿
を
拝
せ
ん
と
迫
ま
る
情
羨
ま
し
き
を
覚
へ
た
り
︒
時
既
に
遅
く
し

て
︑
軍
隊
奏
楽
の
光
景
を
傍
観
す
る
な
ど
の
十
分
た
り
し
も
皇
帝
の

自
働
車
を
駆
つ
て
散
歩
に
赴
か
る
ゝ
の
途
を
一
□
□
□
の
際
に
仰
ぎ

た
り
︒Victoria C

afe

に
休
息
︒
帰
途
︑
其R

estaurant

に
もW

orpel

﹇
マ
マ
﹈
夫
人
の
紹
介
に
て
伯
林
大
学
生
の
祝
宴
の
席
上
を
視
察
す
︒

盃
盤
狼
藉
の
裡
︑
一
種
乱
れ
ざ
る
規
律
に
見
る
は
我
書
生
の
学
ぶ
べ
き

所
な
り
︒

午
後
五
時
半
帰
宅
︒

午
後
七
時
半
︑Freiherr

に
赴
き
し
も
夫
人
以
下
外
出
せ
ん
と
す
る
所

な
り
し
を
以
て
中
止
し
て
帰
へ
る
︒V

LP

に
於
て
夕
食
の
后
︑U

ntr 

︹U
nter den

︺R
inden

︹Linden

︺
の
夜
景
を
一
覧
し
て
十
二
時
帰
宅

す
︒

一
時
半
︑
就
寝
す
︒

一
月
廿
八
日
（
水
）
晴

午
後
十
二
時
半
よ
り
二
時
︹
間
︺
半
︑
語
学
を
学
ぶ
︒

昼
食
は
時
刻
遅
れ
し
為
め
︑
家
宅
に
於
て
す
︒

午
后
︑
織
田
先
生
︑
平
沼
等
よ
り
書
簡
到
来
︒
織
田
先
生
書
簡
中
︑
本

年
御
即
位
の
大
礼
に
際
し
︑
皇
室
の
御
事
業
と
し
て
推
称
す
べ
き
も

の
ゝ
御
意
見
記
載
あ
り
︒
之
れ
に
感
︹
関
︺
す
る
予
の
意
見
も
あ
れ

ど
︑
他
日
を
期
し
て
記
述
せ
ん
と
す
︒
要
す
る
︹
に
︺
極
め
て
同
感
︑

且
敬
眼
の
事
項
た
り
︒

渼
子
よ
り
文
通
あ
り
︒
利
建
の
独
乙
軍
鎧
を
着
し
た
る
写
真
を
合
送
し

来
る
︒

午
後
七
時
半
︑
松
下
に
於
て
開
催
の
吉
村
少
佐
外
二
名
の
帰
朝
に
関
す

る
送
別
会
あ
り
︒
陸
海
両
軍
の
在
伯
者
を
合
せ
て
廿
余
名
の
盛
会
な

り
︒

午
後
十
一
時
半
︑
散
解
︒
帰
途
︑
林
少
佐
の
宅
に
寄
り
て
一
時
帰
家

す
︒



三
〇

一
月
廿
九
日
（
木
）
曇

午
前
十
時
五
十
分
よ
り
二
時
間
語
学
勉
強
︒

昼
食
をV

LP

に
於
て
し
后
︑ice palace

に
運
動
︒
午
后
五
時
帰
宅
す
︒

林
少
佐
︑
二
月
中
旬
の
饗
応
に
関
し
︑
河
村
と
大
使
と
の
意
見
の
相
違

に
関
し
て
服
す
る
処
あ
り
︒
結
果
︑
事
円
満
に
落
着
を
遂
げ
て
︑
総
て

大
使
に
任
す
︒

午
後
七
時
半
︑
大
使
館
に
赴
く
︒
笹
︹
篠
︺
野
夫
妻
と
共
に
大
使
夫

婦
の
日
本
料
理
の
馳
走
に
預
か
る
︒
午
後
一
時
退
散
︒U

ntr

︹U
nter 

den

︺R
iden

︹Linden

︺
に
逸
見
と
相
会
し
︑C

orio

︹C
ario？

︺
に
茶

を
喫
し
︑
事
情
を
視
察
し
て
帰
へ
る
︒

一
月
丗
日
（
金
）
晴
后
曇

語
学
を
休
業
し
て
内
地
へ
の
書
信
及
語
学
の
自
習
を
な
す
︒

午
後
三
時
︑
逸
見
と
交
通
博
物
館
に
赴
き
し
も
時
既
に
遅
く
し
て
見
る

こ
と
を
得
ず
︒
笹
︹
篠
︺
野
参
事
館
︹
官
︺
の
家
に
□
を
残
し
て
大
使

館
に
赴
き
︑
二
月
中
催
す
べ
き
饗
宴
に
就
き
依
頼
す
る
処
あ
り
︒
午
后

五
時
帰
宅
す
︒

少
し
く
風
邪
の
気
味
あ
り
︒
五
時
よ
り
二
時
間
程
仮
睡
す
︒

夕
食
は
家
に
於
て
認
め
︑
食
后
︑
語
学
の
勉
強
︑
及
渼
子
︑
金
谷
︑
阿

部
︑
村
瀬
等
に
書
信
を
認
む

高
木
よ
り
の
書
簡
に
郷
倉
の
こ
と
を
記
載
し
あ
り
︒
恩
を
忘
れ
︑
主
家

に
讐
す
る
の
悪
徒
の
天
網
粗
な
り
と
雖
も
︑
終
に
悲
運
に
陥
る
べ
き
な

り
︒

一
月
丗
一
日
（
土
）
晴

午
前
十
一
時
よ
り
二
時
間
語
学
を
学
ぶ
︒W

örpel

へ
の
吊
詞
を
認
む
︒

午
后
︑Espranade

︹Esplanade

︺
に
理
髪
し
︑
帰
途
︑ice palace

に

立
寄
り
て
帰
へ
る
︒

夕
食
を
家
に
て
認
む
︒
食
后
︑
蓮
沼
大
尉
来
訪
す
︒
三
个
月
振
に
て
倭

馬
の
田
舎
よ
り
出
掛
け
来
た
り
し
な
り
︒

午
后
九
時
︑
老
川
の
案
内
に
てB

allfest

に
赴
く
︒B

erliner Presse

の

主
催
に
か
ゝ
る
も
の
に
し
て
︑
民
間
舞
踏
中
最
も
見
る
べ
き
も
の
ゝ

由
︒
賓
客
無
慮
一
千
名
あ
り
︒
但
し
婦
人
の
見
劣
す
る
は
何
時
も
な
が

ら
の
常
態
な
り
︒
富
籤
あ
り
︒
予
試
み
に
曳
き
︑
十
余
本
に
し
て
一
冊

の
本
を
得
た
り
︒
午
前
三
時
帰
宅
︒

【
追
記
】
本
稿
は
、愛
媛
大
学
リ
サ
ー
チ
ユ
ニ
ッ
ト
「
グ
ロ
ー
カ
ル
地
域
研
究
」（G

LO
CA

S

）、

科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究
（
B
）「
第
一
次
世
界
大
戦
中
・
後
の
日
中
関
係
と
東
ア

ジ
ア
国
際
秩
序
：
対
華
二
十
一
カ
条
要
求
の
波
紋
」（
研
究
課
題
番
号
：18 H

00825

、
研

究
代
表
者
：
奈
良
岡
聰
智
、
二
〇
一
八
年
度
～
二
〇
二
〇
年
度
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。



前
田
利
為
日
記
（
一
九
一
三
年
～
一
九
一
四
年
）　

一

三
一

（
１
） 　

以
下
の
記
述
で
特
に
注
記
の
な
い
も
の
は
、『
前
田
利
為
』（
前
田
利
為
公
伝
記
編

纂
委
員
会
、
一
九
八
六
年
）、『
前
田
利
為
（
軍
人
編
）』（
前
田
利
為
公
伝
記
編
纂
委

員
会
、
一
九
九
一
年
）
に
基
づ
く
。

（
２
） 　

利
為
の
戦
死
に
関
し
て
は
、
前
掲
伝
記
の
他
、
前
田
利
建
『
北
ボ
ル
ネ
オ
に
父
、

陣
歿
の
地
を
訪
ね
て
』（
前
田
育
徳
会
、
一
九
八
三
年
）
も
参
照
。

（
３
） 　

前
掲
、『
前
田
利
為
（
軍
人
編
）』
五
七
九
頁
。

（
４
） 　

奈
良
岡
聰
智
『
八
月
の
砲
声
を
聞
い
た
日
本
人
：
第
一
次
世
界
大
戦
と
植
村
尚
清

「
ド
イ
ツ
幽
閉
記
」』（
千
倉
書
房
、
二
〇
一
三
年
）。

（
５
） 　

以
下
ベ
ル
リ
ン
到
着
ま
で
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
老
川
茂
信
「
閣
下
の
御
高
徳
を

偲
び
て
─
「
滞
独
二
十
五
年
の
思
出
」
の
一
節
─
」（
故
前
田
大
将
追
悼
出
版
会
編

『
梅
華
余
芳
』
高
岡
県
人
社
、
一
九
四
三
年
）
六
七
～
六
八
頁
も
参
照
。
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